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SH7730グループ 
DMAC内蔵周辺モジュールリクエストモード設定例 

要旨 

本アプリケーションノートは、DMA転送要求信号で SCIFの TXI (送信 FIFOデータエンプティ)、RXI (受
信 FIFOデータフル) を使用したDMAC 内蔵周辺モジュールリクエストモードの設定方法について説明して
います。 

 

動作確認デバイス 

SH7730 
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1. はじめに 

1.1 仕様 

 DMAC0で、SCIF0の TXI (送信 FIFOデータエンプティ) DMA転送要求信号によって、SDRAM上のデー
タを SCIF0.SCFTDRへ転送します。 

 その際に、SCIF0から SCIF1へ調歩同期式でデータ送信します。 

 SCIF1でデータ受信後、DMAC1で、RXI (受信 FIFOデータフル) DMA転送要求信号によって
SCIF1.SCFRDRのデータを ILメモリに転送します。 

 

【注】 仕様について 
SDRAM⇒ILメモリへのデータコピーのみが目的であれば、CPU、DMACを通常使用することで行い
ますが、本応用例では、DMA転送要求信号で SCIFの TXI (送信 FIFOデータエンプティ)、RXI (受信
FIFOデータフル) を使用したDMAC 内蔵周辺モジュールリクエストモードの設定方法について説明
するため、あえて上記のことを行っています。 

 

1.2 使用機能 

 ダイレクトメモリアクセスコントローラ (DMAC0) のチャネル 0 

 ダイレクトメモリアクセスコントローラ (DMAC1) のチャネル 1 

 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース (SCIF0) のチャネル 0 

 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース (SCIF1) のチャネル 1 
 
 

1.3 適用条件 

 評価ボード: アルファプロジェクト製 SH-4Aボード 型番 AP-SH4A-1A 
 外付けメモリ (エリア 0): NOR型フラッシュメモリ 4Mバイト 
   Spansion製 S29AL032D70TFI04 
  (エリア 3): SDR-SDRAM 32 Mバイト (16 Mバイト  2個) 
   Samsung製 K4S281632F-UC75 

 マイコン: SH7730 (R8A77301) 

 動作周波数: CPUクロック:  266.66MHz 
 SuperHywayバスクロック: 133.33MHz 
 バスクロック:  66.66MHz 
 周辺クロック:  33.33MHz 

 エリア 0バス幅: 16ビット固定 (MD3端子 = Lowレベル) 

 クロック動作モード: モード 2 (MD0端子 = Lowレベル，MD1端子 = Highレベル) 

 エンディアン: ビッグエンディアン (MD5端子 = Lowレベル) 

 ツールチェーン: ルネサス テクノロジ製 SuperH RISC engine Standard Toolchain Ver.9.2.0.0 

 コンパイルオプション: High-performance Embedded Workshopでのデフォルト設定 
 (-cpu=sh4a -include="$(PROJDIR)¥inc" -object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" 
 -debug -optimize=0 -gbr=auto -chgincpath -errorpath -global_volatile=0 
 -opt_range=all -infinite_loop=0 -del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo) 
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1.4 関連アプリケーションノート 

本資料の参考プログラムは，「SH7730グループ アプリケーションノート SH7730初期設定例 
(RJJ06B0864)」の設定条件で動作確認しています。 

DMACの使用方法については、「SH7730グループ アプリケーションノート DMACメモリ間転送例 
(RJJ06B0936)」に記載しています。 

SCIF 調歩同期式 送受信設定例については、「SH7730グループ アプリケーションノート SCIF 調歩同期
式 送受信設定例 (RJJ06B0954)」に記載しています。 

これらも合わせてご参照ください。 
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2. 応用例の説明 

本応用例では、DMACの内蔵周辺モジュールリクエストの使用方法を説明するため、DMACの内蔵周辺モ
ジュールリクエストと SCIFの機能を利用し、SDRAM上の 128バイト分のデータを ILメモリに転送してい
ます。 

 

2.1 SH7730の内蔵周辺モジュールリクエストモード概要 

内蔵周辺モジュールリクエストモードでは、内蔵周辺モジュールからの DMA 転送要求信号によって転送が
実行されます。 

DMA転送要求信号は、DMARS0/1/2にて設定する SCIF0/1/2/3/4/5、IrDA0/1、SIOF、SIMからの送信データ
エンプティ転送要求と受信データフル転送要求、ADC、CMT0/1/2/3/4からの転送要求があります。 

内蔵周辺モジュールリクエストモード選択時に、DMA 転送許可状態 (DE = 1、DME = 1、TE = 0、AE = 0、
NMIF = 0) であると、転送要求信号によって転送が実行されます。 

転送要求を SCIFの送信データエンプティ転送要求に設定した場合、転送先を当該 SCIFのトランスミット
データレジスタとする必要があります。同様に転送要求を SCIFの受信データフル転送要求に設定した場合、
転送元を当該 SCIFのレシーブデータレジスタとする必要があります。 

これらは SIOF、SIMも同様です。 

また、内蔵周辺モジュールによっては、受信 FIFOトリガ数を転送要求に設定できます。受信 FIFOトリガ条
件が満たされない場合は、受信 FIFOにデータが残ることがあります。そのため、個別に CPUなどから受信
FIFOの残りデータを読み出す必要があります。もしくは、受信 FIFOトリガ数を 1に設定して受信 FIFOに
データが残らないように対応する必要があります。 

 

本応用例では、DMAC0に SCIF0送信データエンプティ転送要求、DMAC1に SCIF1受信データフル転送要
求を設定します。 

 

表 1 内蔵周辺モジュールリクエストモードの選択 

DMARS 

MID RID 
DMA転送 
要求元 DMA転送要求信号 転送元 転送先 

バス 
モード 

001000 01 SCIF0送信部 TXI (送信 FIFOデータエンプティ) 任意 SCFTDR0 サイクル 
スチール 

001001 10 SCIF1受信部 RXI (受信 FIFOデータフル) SCFRDR1 任意 サイクル 
スチール 

【注】 上記以外の内蔵周辺モジュールリクエストモードの詳細については，「SH7730グループ ハードウェ
アマニュアル (RJJ09B0339)」の「ダイレクトメモリアクセスコントローラ (DMAC) 表 12.7 RS[3:0] 
ビットによる内蔵周辺モジュールリクエストモードの選択」の章を参照してください。 
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2.2 本応用例のデータ転送フロー 

本応用例での SDRAM上のデータが ILメモリに転送されるフローを以下に記載します。 

 

SCIF0.SCFTDR
DMAC0 内蔵周辺モジュールリクエスト

（DMA転送要求信号：TXI）

SCIF0.SCFCR.TTRG（トランスミットFIFOデータ数トリガ）を0に
設定することにより、SCIF0の送信FIFOが0になった時点で
SCIF0 TXI（送信FIFOデータエンプティ）のDMA転送要求
が発生します。
DMAC0では、そのDMA転送要求によりSDRAM上の1バイト
分のデータをSCFTDRへデータ転送します。

SCIF1.SCFRDRDMAC1 内蔵周辺モジュールリクエスト
（DMA転送要求信号：RXI）

SCIF0.SCFCR.RTRG（レシーブFIFOデータ数トリガ）を1に
設定することにより、SCIF1の受信FIFOが1になった時点で
SCIF1 RXI（受信FIFOデータフル）のDMA転送要求
が発生します。
DMAC1では、そのDMA転送要求によりSCIF1.SCFRDRのデ
ータを1バイトづづ ILメモリへデータ転送します。

SDRAM
（H’AC100000～
H’AC10007F）

ILメモリ（H’E5203000
～H’E520307F）

S
C
IF
デ
ー
タ
送
信

SCIF RXI（受信FIFOデータフル）
DMA要求信号によるDMA転送例

SCIF TXI（送信FIFOデータエンプティ）
DMA要求信号によるDMA転送例

 

図 1 本応用例のデータ転送フロー 
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2.3 本応用例の動作環境 
 

SH7730

SCIF0_TXD端子

SCIF1_RXD端子

3.3V

 

図 2 本応用例の動作環境 
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2.4 参考プログラムの処理フロー 

2.4.1 参考プログラムメイン処理 
 

START
<Main( )>

転送先メモリ（H'E5203000～H'E520307F）
を0x00で初期化

DMAC1の初期化処理
（dmac1_init()）

内蔵モジュールリクエストでDMA転送要求信号
をRXI（受信FIFOデータフル）に指定 

転送先メモリ（ILメモリ）を初期化

転送元メモリ（SDRAM）を初期化
転送元メモリ（H'AC100000～H'AC10007F）
を0x55で初期化

DMAC1 の起動
（dmac_start(&DMAC1.CHCR)）

DMA転送許可に設定
（DMAC.CHCR_1.DE = 1）

SCIF1の初期化
（scif_init_SCIF1()）

SCIF1を調歩同期式の受信モードに初期化

DMAC0の初期化処理
（dmac0_init()）

内蔵モジュールリクエストでDMA転送要求信号を
TXI（送信FIFOデータエンプティ）に指定 

DMAC0 の起動
（dmac_start(&DMAC0.CHCR)）

DMA転送許可に設定
（DMAC.CHCR_0.DE = 1）

SCIF0の初期化
（scif_init_SCIF0()）

SCIF0を調歩同期式の送信モードに初期化

後半へ

 DMAC1で、DMA転送要求信号
（RXI（受信FIFOデータフル））によ
り、SCIF0から送信されたデータを
SCIF1で受信した際に、
SCIF.SCFRDR1のデータをILメモリ
に転送する準備を行います。

 DMAC0で、DMA転送要求信号（TXI
（送信FIFOデータエンプティ））により、
SDRAM上のデータを、
SCIF.SCFTDR0に転送します。
その際に、SCIFでSCIF0からSCIF1
へデータが送信されます。

 SCIF0の初期化（scif_init_SCIF0()）
でTE=1をセットされた時点でDMA転
送要求信号（TXI（送信FIFOデータエ
ンプティ））が発生し、DMAC0によるデ
ータ転送が開始されます。

 

図 3 参考プログラムメイン処理フロー (前半) 
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END

前半

No
 SDRAM上のデータ128バイト分が、SCIF.SCFTDR0へ転送完了す
るまで待ちます。

 DMA転送完了は、DMAC0転送完了割り込みでセットするソフトフラグ
（DMA0転送完了判定フラグ）が転送完了状態であるかで判定します。
 

No

 SCIF1で受信したデータ（SCIF.SCFRDR1）をILメモリに転送完了す
るまで待ちます。

 DMA転送完了は、DMAC1転送完了割り込みでセットするソフトフラグ
（DMA1転送完了判定フラグ）が転送完了状態であるかで判定します。

Yes

Yes

No

 SCIF1の受信処理で、ER、BRK、ORERのエラーが発生して
いないか確認します。

 本応用例では、エラーが発生した場合は、無限ループに入る
ようにしています。

Yes

転送元SDRAMデータ
と

転送先ILメモリのデータ
比較

 本応用例では、転送元データと転送先データが不一致の場
合は、無限ループに入るようにしています。

Yes

No

DMAC0転送完了?

DMAC1転送完了?

受信エラー発生?

データ不一致?

 

図 4 参考プログラムメイン処理フロー (後半) 
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2.4.2 DMAC0の初期化処理 
 

DMAソースアドレスレジスタ（SAR_0）の設定
・DMA転送元アドレスの設定（SAR_0）
　　【機能】DMA転送元（SDRAM）アドレスを指定

DMAディスティネーションアドレスレジスタ(DAR_0)
の設定

DMAトランスファカウントレジスタ(TCR_0)の設定

・DMA転送先アドレスの設定（DAR_0）
　　【機能】DMA転送先（SCIF.SCFTDR0）アドレスを指定

・DMA転送回数の設定（TCR_0）　　　　　
  【機能】DMA転送回数を設定

モジュールストップレジスタ0（MSTPCR0）の設定
・DMACへのクロック供給許可
モジュールストップビット021（MSTP021）を0に設定します。
設定反映確認のためダミーリードします。

　　【機能】DMACへのクロックの供給

START
<dmac0_init( )>

DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR_0）の設定
・DMA転送禁止（ＣＨＣＲ_0）

DE（DMAイネーブル）ビットを"0"にクリア
　　【機能】DMA転送を禁止

DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR_0）の設定
LCKN: サイクルスチールモードのバス権解放許可
RPT : DMA設定更新（通常モード）
DO  : 未使用
HE  : 未使用
HIE : ハーフエンド割り込み禁止
AM  : 未使用
AL  : 未使用
DM  : デスティネーションアドレス固定
SM  : ソースアドレス増加
RS  : DMA拡張リソースセレクタ（DMARSレジスタ）で選択
DL  : 未使用
DS  : 未使用
TB  : サイクルスチルモード
TS  : DMA転送サイズ指定：バイト単位転送
IE  : 割り込み許可
DE  : DMA転送禁止（DMAC起動開始（dmac_start()）で許可）

DME(DMEマスタイネーブル)ビットを"1"にセット
　　【機能】全チャネルのDMA転送を許可

END

全チャネルDMA転送許可処理

DMA 拡張リソースセレクタ_0（DMARS0）の設定
DMA転送要求信号にTXI（送信FIFOデータエンプティ）指定
MID = SCIF0
RID = 送信

割り込み優先レベル設定レジスタEの設定

割り込みマスククリアレジスタ1の設定

・周辺モジュールからの割り込み優先順位設定（IPRE）
　　【機能】DMAC(1)割り込み優先レベル設定
初期値は優先レベル0（要求マスク）状態であるため、
DMAC(1)の優先レベル1を設定する。

・周辺モジュールからの割り込み要求マスク解除設定（IMCR1）
　　【機能】DMAC(1) DEI0の割り込み要求マスクを解除

 

図 5 DMAC0の初期化処理フロー 
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2.4.3 DMAC1の初期化処理 
 

DMAソースアドレスレジスタ（SAR_1）の設定
・DMA転送元アドレスの設定（SAR_1）
　　【機能】DMA転送元（SCIF.SCFRDR1）アドレスを指定

DMAディスティネーションアドレスレジスタ(DAR_1)
の設定

DMAトランスファカウントレジスタ(TCR_1)の設定

・DMA転送先アドレスの設定（DAR_1）
　　【機能】DMA転送先（ILメモリ）アドレスを指定

・DMA転送回数の設定（TCR_1）　　　　　
  【機能】DMA転送回数を設定

モジュールストップレジスタ0（MSTPCR0）の設定

・DMACへのクロック供給許可
モジュールストップビット021（MSTP021）を0に設定します。
設定反映確認のためダミーリードします。

　　【機能】DMACへのクロックの供給

START
<dmac1_init( )>

DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR_1）の設定
・DMA転送禁止（ＣＨＣＲ_1）

DE（DMAイネーブル）ビットを"0"にクリア
　　【機能】DMA転送を禁止

DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR_1）の設定
LCKN: サイクルスチールモードのバス権解放許可
RPT : DMA設定更新（通常モード）
DO  : 未使用
HE  : 未使用
HIE : ハーフエンド割り込み禁止
AM  : 未使用
AL  : 未使用
DM  : デスティネーションアドレス増加
SM  : ソースアドレス固定
RS  : DMA拡張リソースセレクタ（DMARSレジスタ）で選択
DL  : 未使用
DS  : 未使用
TB  : サイクルスチルモード
TS  : DMA転送サイズ指定：バイト単位転送
IE  : 割り込み許可
DE  : DMA転送禁止（DMAC起動開始（dmac_start()）で許可）

DME(DMEマスタイネーブル)ビットを"1"にセット
　　【機能】全チャネルのDMA転送を許可

END

全チャネルDMA転送許可処理

DMA 拡張リソースセレクタ_0（DMARS0）の設定
DMA転送要求信号にRXI（受信FIFOデータフル）指定
MID = SCIF1
RID = 受信

割り込み優先レベル設定レジスタEの設定

割り込みマスククリアレジスタ1の設定

・周辺モジュールからの割り込み優先順位設定（IPRE）
　　【機能】DMAC(1)割り込み優先レベル設定
初期値は優先レベル0（要求マスク）状態であるため、
DMAC(1)の優先レベル1を設定する。

・周辺モジュールからの割り込み要求マスク解除設定（IMCR1）
　　【機能】DMAC(1) DEI1の割り込み要求マスクを解除

 

図 6 DMAC1の初期化処理フロー 
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2.4.4 DMAC起動処理 
 

END

DMA転送の許可
(CHCR_n.DE=1)

START
<dmac0_start( )>

or
<dmac1_start( )>

CHCR_nのTE、DEビット クリア

DMAORのAE、NMIF クリア

※n=0,1
チャネル0,1により別関数を用意しているが、本応用例では
同じ処理なのでnで記載します。

DMAn転送完了フラグセット（初期化）

 

図 7 DMAC起動処理フロー 

 

2.4.5 DMAC停止処理 

END

DMA転送の停止
(CHCR.DE=0)

START
<dmac_stop( )>

パラメータ：
・CHCR_nレジスタアドレス
※停止させたいDMACチャネルのCHCRのアドレスを指定す
ることにより、本関数を各チャネル共通的に使用します。

 

図 8 DMAC停止処理フロー 
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2.4.6 DMAC転送終了割り込み処理 
 

END

START
<INT_DMAC_DEI0( )>

SYNCO 命令を発行

DMA0転送完了フラグ設定(転送完了)

DMAC0転送完了割り込み
(SDRAM⇒SCIF.SCFTDR0)

END

START
<INT_DMAC_DEI1( )>

SYNCO 命令を発行

転送先空間(ILメモリ)にダミーリード

DMAC1転送完了割り込み
(SCIF.SCFRDR1⇒ILメモリ)

DMA0転送完了フラグ設定(転送完了)

Pcyc×5cyc
Wait?

No

Yes

＊1 更新したはずの割り込み要因による割り込みの受け付けを避けるために、
いったん当該フラグを含む内蔵モジュールのレジスタを読み出し、優先順位判定時間（Pcyc×5）
待ってから本関数を抜けます。

*1

DMAC0 の停止
（dmac_stop( )）

DMAC1 の停止
（dmac_stop( )）

Pcyc×5cyc
Wait?

No

Yes

*1

CHCR_0レジスタTEビット（割り込み要求フラグ）クリア

CHCR_1レジスタTEビット（割り込み要求フラグ）クリア

 

図 9 DMAC転送終了割り込み処理フロー 
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2.4.7 SCIF0初期化処理 (調歩同期式の送信モードに初期化) 
 

モジュールストップレジスタ0（MSTPCR0）の設定

・SCIF0へのクロック供給許可
モジュールストップビット007（MSTP007）を0に設定
設定反映確認のためダミーリードを行う。

　　【機能】SCIF0へのクロックの供給

START
<scif_init_SCIF0( )>

後半へ

シリアルコントロールレジスタ(SCSCR0)の設定

FIFOコントロールレジスタ(SCFCR0)の設定

・送信受信動作禁止設定（SCSCR0）
TE(トランスミットイネーブル)ビットを0にクリア
　　【機能】送信動作を禁止

RE(レシーブイネーブル)ビットを0にクリア
　　【機能】受信動作を禁止

TIE,RIE,REIEビットを0にクリア
　　【機能】割り込み要求を禁止

・FIFO内データの無効化（SCFCR0）
TFRST(送信FIFOデータレジスタリセット)ビットを1にセット
【機能】送信FIFOをリセット

RFRST(受信FIFOデータレジスタリセット)ビットを1にセット
【機能】受信FIFOをリセット【参考】

SCIF0 調歩同期式送信モードで初期化

シリアルステータスレジスタ(SCFSR0)の設定
・SCIF動作状態クリア（SCFSR0）

ER,BRK,FER,PER,RDF,DRビットクリア【参考】

ラインステータスレジスタ(SCLSR0)の設定
・オーバランエラーフラグのクリア（SCLSR０）

ORERビットを0にクリア【参考】

【参考】

送信モードとして使用するため直接関係ないが念のため初期化している部分

シリアルモードレジスタ(SCSMR0)の設定
・シリアル通信フォーマットの設定(SCSMR0)

CA(コミュニケーションモード)ビットを設定
【機能】調歩同期式モードを選択

CHR(キャラクタレングス)ビットを設定
【機能】キャラクタレングス8を選択

PE(パリティイネーブル)ビットを設定
【機能】パリティビットの付加とチェックの禁止を選択

OE(パリティモード)ビットを設定
【機能】偶数／奇数パリティを選択 ※パリティビットを付加しないため関係なし

STOP(ストップビットレングス)ビットを設定
【機能】ストップビットレングス1を選択

CKS[1:0](クロックセレクト)ビットを設定
【機能】内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択

   ※115200bpsを満たす設定値を設定する。

 

図 10 SCIF0初期化処理フロー (前半) 
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END

FIFOコントロールレジスタ(SCFCR0)の設定

・送信動作許可設定（SCSCR0）
TE(トランスミットイネーブル)ビットを1にセット
【機能】送信動作を許可

・FIFOコントロールレジスタ(SCFCR0)の設定
TTRG[1:0](トランスミットFIFOデータ数トリガ)
【機能】送信ﾄリガ数=0(B’11)を選択

MCE(モデムコントロールイネーブル)ビットを設定
【機能】モデムコントロール信号(CTS,RTS)無効を選択

TFRST(トランスミットFIFOデータレジスタリセット)ビットを0にクリア
【機能】リセット動作を禁止

LOOP(ループバックテスト)ビットを0に設定
【機能】ループバックテストを禁止

シリアルコントロールレジスタ(SCSCR0)の設定

1ビット期間経過？

NO

YES

・SCBRR0設定後、SCSCR0のTEビットを設定する前に少なくとも
  1ビット期間待ちます。

ビットレートレジスタ(SCBRR0)の設定
・通信速度の設定（SCBRR0）
※115200bpsを満たす設定値を設定する。

前半

シリアルコントロールレジスタ(SCSCR0)の設定
・クロックソースの選択（SCSCR0）

CKE[1:0](クロックイネーブル)ビットにB’00をセット
【機能】内部クロックを選択

ポートQコントロールレジスタ（PQCR）の設定
・マルチプレクス端子の機能をシリアル通信機能端子設定

PQ2MDビットをB’00にセット
【機能】その他の機能選択

ピンセレクトレジスタB（PSELB）の設定
・マルチプレクス端子の機能をシリアル通信機能端子設定

PSB8ビットを0にセット
【機能】SCIF0_TXD端子選択

 

図 11 SCIF0初期化処理フロー (後半) 
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2.4.8 SCIF1初期化処理 (調歩同期式の受信モードに初期化) 
 

モジュールストップレジスタ0（MSTPCR0）の設定

・SCIF1へのクロック供給許可
モジュールストップビット006（MSTP006）を0に設定
設定反映確認のためダミーリードを行う。

　　【機能】SCIF1へのクロックの供給

START
<scif_init_SCIF1( )>

後半へ

シリアルコントロールレジスタ(SCSCR1)の設定

FIFOコントロールレジスタ(SCFCR1)の設定

・送信受信動作禁止設定（SCSCR1）
TE(トランスミットイネーブル)ビットを0にクリア
　　【機能】送信動作を禁止

RE(レシーブイネーブル)ビットを0にクリア
　　【機能】受信動作を禁止

TIE,RIE,REIEビットを0にクリア
　　【機能】割り込み要求を禁止

・FIFO内データの無効化（SCFCR1）
TFRST(送信FIFOデータレジスタリセット)ビットを1にセット
【機能】送信FIFOをリセット【参考】

RFRST(受信FIFOデータレジスタリセット)ビットを1にセット
【機能】受信FIFOをリセット

SCIF1 調歩同期式受信モードに初期化

シリアルステータスレジスタ(SCFSR1)の設定
・SCIF動作状態クリア（SCFSR1）

ER,BRK,FER,PER,RDF,DRビットクリア

ラインステータスレジスタ(SCLSR1)の設定
・オーバランエラーフラグのクリア（SCLSR1）

ORERビットを0にクリア

【参考】

受信モードとして使用するため直接関係ないが念のため初期化している部分

シリアルモードレジスタ(SCSMR1)の設定
・シリアル通信フォーマットの設定(SCSMR1)

CA(コミュニケーションモード)ビットを設定
【機能】調歩同期式モードを選択

CHR(キャラクタレングス)ビットを設定
【機能】キャラクタレングス8を選択

PE(パリティイネーブル)ビットを設定
【機能】パリティビットの付加とチェックの禁止を選択

OE(パリティモード)ビットを設定
【機能】偶数／奇数パリティを選択 ※パリティビットを付加しないため関係なし

STOP(ストップビットレングス)ビットを設定
【機能】ストップビットレングス1を選択

CKS[1:0](クロックセレクト)ビットを設定
【機能】内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択

 ※115200bpsを満たす設定値を設定する。

 

図 12 SCIF1初期化処理フロー (前半) 
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END

FIFOコントロールレジスタ(SCFCR1)の設定

・REIE（レシーブエラーインタラプトイネーブル）ビットに1をセット
　【機能】受信エラー割り込み要求（ERI）、

およびブレーク割り込み要求（BRI）を許可

・RE(レシーブイネーブル)ビットに1をセット
【機能】受信動作を許可

前半

・RTRG[1:0](レシーブFIFOデータ数トリガ)
【機能】受信ﾄリガ数 = 1 (B’00)を選択　【参考】

・MCE(モデムコントロールイネーブル)ビットを設定
【機能】モデムコントロール信号(CTS,RTS)無効を選択
・RFRST(トランスミットFIFOデータレジスタリセット)ビットを0にクリア
【機能】リセット動作を禁止

・LOOP(ループバックテスト)ビットを0に設定
【機能】ループバックテストを禁止

シリアルコントロールレジスタ(SCSCR1)の設定

1ビット期間経過？

NO

YES

割り込み優先レベル設定レジスタGの設定
・IPRG.IPR0nの設定
【機能】SCIF1の割り込み優先レベルを1に設定

・SCBRR1設定後、SCSCR1のREビットを設定する前に
少なくとも1ビット期間待ちます。

ビットレートレジスタ(SCBRR1)の設定
・通信速度の設定（SCBRR1）
※115200bpsを満たす設定値を設定する。

【参考】
本応用例では受信FIFOにデータが残ることがないように受信トリガ数を1
に設定しています。
但し、調歩同期式で使用しているため、受信FIFOに受信トリガ数未満の
データがある場合も、DRビットがセットされるため、RXI（受信FIFOデータ
フル）DMA転送要求信号が発生し、DMA転送が行われるため、受信
FIFOにデータが残ることはありません。

シリアルコントロールレジスタ(SCSCR1)の設定
・クロックソースの選択（SCSCR1）

CKE[1:0](クロックイネーブル)ビットにB’00をセット
【機能】内部クロックを選択

ポートRコントロールレジスタ（PRCR）の設定
・マルチプレクス端子の機能をシリアル通信機能端子設定

PR1MDビットをB’00にセット
【機能】その他の機能選択

ピンセレクトレジスタB（PSELB）の設定
・マルチプレクス端子の機能をシリアル通信機能端子設定

PSB9ビットを0にセット
【機能】SCIF1_RXD端子選択

 

図 13 SCIF1初期化処理フロー (後半) 
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2.5 参考プログラムのレジスタ設定値 

以下に本参考プログラムのレジスタ設定値を示します。 

 

2.5.1 DMAC0関連レジスタ設定値 
 

表 2 参考プログラムの DMAC0関連レジスタ設定値 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

H'00000000  初期化処理時① 

・DE = "0": DMA転送禁止 

H'4000D804  初期化処理時② 

・LCKN = "1": バス権の解放許可 
・RPT = "B'000": 通常モード 
・TS = "B'0000": バイト単位 

※TS[3:2]と TS[1:0]に設定する 
・HIE = "0": ハーフエンド割り込み禁止 
・DM = "B'11": デスティネーションアドレス固定 

・SM = "B'01": ソースアドレス増加 
・RS = "B'1000": DMA拡張リソースセレクタ 
・TB = "0": サイクルスチール 

・IE = "1": DMA転送時割り込み許可 
※その他ビットについては、本応用例の目的とは関係な

いビットであるため初期値のままとします。 

H'4000D801  DMA転送開始時 

・DE = "1": DMA転送許可 

DMAチャネルコン
トロールレジスタ

_0 (CHCR_0) 

H'FE00802C 

H'4000D802  DMA転送完了時 

・ DE = "0": DMA転送禁止 
※転送完了時 TEビットがセットされています。 

DMAソースアドレ
スレジスタ_0 
(SAR_0) 

H'FE008020 H'AC100000  初期化処理時 
・転送元の開始アドレス:  

SDRAMの指定アドレス設定 

DMAデスティネー
ションアドレスレ

ジスタ_0 (DAR_0) 

H'FE008024 H'FFE0000C  初期化処理時 
・転送先の開始アドレス:  

SCIF0.SCFTDRのアドレス指定 

DMAトランスファ
カウントレジスタ

_0 (TCR_0) 

H'FE008028 H'00000080  初期化処理時 

・転送回数: 128回 (H'80) 
転送サイズがバイト単位のため 

DMA 拡張リソー
スセレクタ_0 
(DMARS0) 

H'FE009000 H'0021  初期化処理時 
・ MID = SCIF0 
・ RID = 送信 

DMAオペレーショ
ンレジスタ 
(DMAOR) 

H'FE008060 H'0001  初期化処理時 
・DME = "1": 全チャネル DMA転送許可 
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2.5.2 DMAC1関連レジスタ設定値 
 

表 3 参考プログラムの DMAC1関連レジスタ設定値 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能 

H'00000000  初期化処理時① 
・DE = "0": DMA 転送禁止 

H'40007804  初期化処理時② 
・LCKN = "1": バス権の解放許可 

・RPT = "B'000": 通常モード 
・TS = "B'0000": バイト単位 
※TS[3:2]と TS[1:0]に設定する 

・HIE = "0": ハーフエンド割り込み禁止 
・DM = "B'01": デスティネーションアドレス増加 
・SM = "B'11": ソースアドレス固定 

・RS = "B'1000": DMA拡張リソースセレクタ 
・TB = "0": サイクルスチール 
・IE = "1": 転送終了時割り込み許可 

※その他ビットについては、本応用例の目的とは関係な

いビットであるため初期値のままとします。 

H'40007801  DMA転送開始時 
・DE = "1": DMA 転送許可 

DMAチャネルコン
トロールレジスタ

_1 (CHCR_1) 

H'FE00803C 

H'40007802  DMA転送完了時 
・DE = "0": DMA 転送禁止 

※転送完了時 TEビットがセットされています。 

DMAソースアドレ
スレジスタ_1 
(SAR_1) 

H'FE008030 H'FFE10014  初期化処理時 

・転送元の開始アドレス:  
SCIF1.SCFRDRのアドレス指定 

DMAデスティネー
ションアドレスレ

ジスタ_1 (DAR_1) 

H'FE008034 H'E5203000  初期化処理時 
・転送先の開始アドレス:  

ILメモリの指定アドレス設定 

DMAトランスファ
カウントレジスタ

_1 (TCR_1) 

H'FE008038 H'00000080  初期化処理時 
・転送回数: 128回 (H'80) 

転送サイズがバイト単位のため 

DMA 拡張リソー
スセレクタ_0 
(DMARS0) 

H'FE009000 H'2600  初期化処理時 
・ MID = SCIF1 
・ RID = 受信 

DMAオペレーショ
ンレジスタ 
(DMAOR) 

H'FE008060 H'0001  初期化処理時 
・DME = "1": 全チャネル DMA転送許可 
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2.5.3 SCIF0関連レジスタ設定値 
 

表 4 参考プログラムの SCIF0関連レジスタ設定値 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能と設定値 

H'0000  初期化処理① 
TE = "0": 送信動作を禁止 

RE = "0": 受信動作を禁止 

シリアルコントロールレ

ジスタ (SCSCR0) 
H'FFE00008 

H'0020  初期化処理② 

CKE[1:0] = "B'00": 内部クロック/SCK端子は入
力端子 

TE = "1": 送信動作を許可 

H'0006  初期化処理① 

TFRST = "1": トランスミットFIFOデータレジス
タリセット動作を許可 

RFRST = "1": レシーブ FIFOデータレジスタリ
セット動作を許可 

FIFOコントロールレジス
タ (SCFCR0) 

H'FFE00018 

H'0030  初期化処理② 
TFRST = "0": トランスミットFIFOデータレジス
タリセット動作を禁止 
RFRST = "0": レシーブ FIFOデータレジスタリ
セット動作を禁止 
TTRG[1:0] = "B'11": 送信 FIFOデータ数のトリガ

送信トリガ数 = 0 ※#defineにより変更可能 

シリアルステータスレジ

スタ (SCFSR0) 
H'FFE00010 H'0060  初期化処理 

ER, BRK, FER, PER, RDF, DRビットクリア 

ラインステータスレジス

タ (SCLSR0) 
H'FFE00024 H'0000  初期化処理 

ORERビットクリア 

シリアルモードレジスタ 
(SCSMR0) 

H'FFE00000 H'0000  初期化処理 
CA = "0": 調歩同期式モード 

CHR = "0": 8ビットデータ 
PE = "0": パリティビットの付加を禁止 
STOP = "0": 1ストップビット 

CKS[1:0] = "0": Pクロック 
※#defineにより変更可能 

ビットレートレジスタ 
(SCBRR0) 

H'FFE00004 H'08  初期化処理 
115.2Kbps設定 
※#defineにより変更可能 

ピンセレクトレジスタ B 
(PSELB) 

H'A4050102 H'00  初期化処理 
PSB8 = "0": SCIF0_TXDの選択 

ポート Qコントロールレ
ジスタ (PQCR) 

H'A405001A H'000A  初期化処理 
PQ2MD[1:0] = "B'00": その他の機能選択 
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2.5.4 SCIF1関連レジスタ設定値 
 

表 5 参考プログラムの SCIF1関連レジスタ設定値 

レジスタ名 アドレス 設定値 機能と設定値 

H'0000  初期化処理① 
TE = "0": 送信動作を禁止 

RE = "0": 受信動作を禁止 

シリアルコントロールレ

ジスタ (SCSCR1) 
H'FFE10008 

H'0018  初期化処理② 

CKE[1:0] = "B'00": 内部クロック/SCK端子は入
力端子 

REIE = "1": レシーブエラーインタラプトイネー
ブルを許可 

RE = "1": 受信動作を許可 

H'0006  初期化処理① 

RFRST = "1": レシーブ FIFOデータレジスタリ
セット動作を許可 

TFRST = "1": トランスミットFIFOデータレジス
タリセット動作を許可 

FIFOコントロールレジス
タ (SCFCR1) 

H'FFE10018 

H'0000  初期化処理② 
RFRST = "0": レシーブ FIFOデータレジスタリ
セット動作を禁止 
TFRST = "0": トランスミットFIFOデータレジス
タリセット動作を禁止 
RTRG[1:0] = "B'00": レシーブ FIFOデータ数のト
リガ 

受信トリガ数 = 1 ※#defineにより変更可能 

ラインステータスレジス

タ (SCLSR1) 
H'FFE10024 H'0000  初期化処理 

ORERビットクリア 

シリアルモードレジスタ 
(SCSMR1) 

H'FFE10000 H'0000  初期化処理 
CA = "0": 調歩同期式モード 
CHR = "0": 8ビットデータ 

PE = "0": パリティビットの付加を禁止 
STOP = "0": 1ストップビット 
CKS[1:0] = "0": Pクロック 

※#defineにより変更可能 

ビットレートレジスタ 
(SCBRR1) 

H'FFE10004 H'08  初期化処理 

115.2Kbps設定 
※#defineにより変更可能 

シリアルステータスレジ

スタ (SCFSR1) 
H'FFE10010 H'0060  初期化処理 

ER, BRK, FER, PER, RDF, DRビットクリア 

ピンセレクトレジスタ B 
(PSELB) 

H'A4050102 H'00  初期化処理 
PSB9 = "0": SCIF1_RXDの選択 

ポート Rコントロールレ
ジスタ (PRCR) 

H'A405001C H'0022  初期化処理 
PR1MD [1:0] = "0": その他の機能選択 

割り込み優先レベル設定

レジスタ G (IPRG) 
H'A4080018 H'0100  初期化処理 

 IPR1 = "B'0001": 優先レベル 1設定 
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2.6 参考プログラムのマクロ定義 
 

表 6 参考プログラムの DMAC関連マクロ定義 

マクロ定義 設定値 機能 

D_DMAC_SDRAM_SRC_ADR H'AC100000 転送元の外部 SDRAMの先頭アドレス 
※この値を変更することにより転送元のアドレスが変

更可能です。 
【注】 本参考プログラムでは、左記のマクロを利用し

て SDRAM領域の初期化を行っています。 
そのためキャッシュにアクセスしないように

キャッシング不可空間のアドレスを指定してく

ださい。 

D_DMAC_IL_SRC_ADR H'E5203000 転送先の ILメモリの先頭アドレス 
※この値を変更することにより転送先のアドレスが変

更可能です。 

D_DMAC_TRANS_SIZE 128 転送サイズ (128バイト) 
※この値を変更することにより転送サイズが変更可能

です。 
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表 7 参考プログラムの SCIF関連マクロ定義 

マクロ定義 設定値 機能 

D_SCIF_DATA_NUM_SND_TRIGGER_CH0 0 トランスミット FIFOデータ数トリガの設定値 
※設定値を以下 D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER 
0, 2, 4, 8から選択可能。 
本参考プログラムでは

D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER0を設定 

D_SCIF_DATA_NUM_RCV_TRIGGER_CH1 1 レシーブ FIFOデータ数トリガの設定値 
※設定値を以下 D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER 
1, 2, 8, 14から選択可能。 
本参考プログラムでは

D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER1を設定 

D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER0 0 トランスミット FIFOデータ数トリガ: 0 

D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER2 2 トランスミット FIFOデータ数トリガ: 2 

D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER4 4 トランスミット FIFOデータ数トリガ: 4 

D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER8 8 トランスミット FIFOデータ数トリガ: 8 

D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER1 1 レシーブ FIFOデータ数トリガ: 1 

D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER4 4 レシーブ FIFOデータ数トリガ: 4 

D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER8 8 レシーブ FIFOデータ数トリガ: 8 

D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER14 14 レシーブ FIFOデータ数トリガ: 14 

D_SCIF_SCBRR_1200 0 ビットレート指定値: 1200bps * 

D_SCIF_SCBRR_2400 1 ビットレート指定値: 2400bps * 

D_SCIF_SCBRR_4800 2 ビットレート指定値: 4800bps * 

D_SCIF_SCBRR_9600 3 ビットレート指定値: 9600bps * 

D_SCIF_SCBRR_19200 4 ビットレート指定値: 19200bps * 

D_SCIF_SCBRR_31250 5 ビットレート指定値: 31250bps * 

D_SCIF_SCBRR_38400 6 ビットレート指定値: 38400bps * 

D_SCIF_SCBRR_57600 7 ビットレート指定値: 57600bps * 

D_SCIF_SCBRR_115200 8 ビットレート指定値: 115200bps * 

【注】 * ビットレート指定値のビットレートを満たす SCSMRの CKS[1:0]、SCBRR設定値、1bit wait用の
値が、あらかじめ T_SCIF_CKS_SCBRR_SET_INFO scif_cks_scbrr_tbl[ ]テーブルに格納されてい
ます。 

テーブルの設定値は、I = 266.66MHz、P = 33.33MHzで動作する場合を前提としております。
そのため、I、Pを変更する場合はテーブルの設定値も変更してください。 

このテーブルに格納されている SCSMRの CKS[1:0]、SCBRR設定値については、「SH7730グルー
プ ハードウェアマニュアル (RJJ09B0339) 22 章 FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタ
フェース (SCIF) 22.3.8 ビットレートレジスタ (SCBRR)」を参照ください。 
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2.7 SCIF割り込み要因と DMAC注意事項 

 割り込み要因の判定 

SCIFはチャネルごとに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み (TXI) 要求、受信エラー割り込み (ERI) 要
求、受信 FIFOデータフル割り込み (RXI) 要求、ブレーク割り込み (BRI) 要求の 4種類の割り込み要因
を持っています。しかし、INTEVTのコードは 1チャネルに 1つしか割り当てられていないため、割り込
み要因の判定はソフトウェアで行う必要があります。 

 
 送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求 

各割り込み要因は、チャネルごと独立に、SCSCRの TIE、RIE、REIEビットで、許可または禁止設定で
きます。TIEビットにより TXIが許可されている場合、SCFSRの TDFEフラグが 1にセットされると、
TXI割り込み要求と送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求が発生します。TIEビットにより TXIが
禁止されている場合、TDFEフラグが 1にセットされると、送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求
のみが発生します。送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行う
ことができます。 

 
 受信 FIFOデータフル DMA転送要求 

RIEビットにより RXIが許可されている場合、SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされ
ると、RXI割り込み要求と受信 FIFOデータフル DMA転送要求が発生します。RIEビットにより RXIが
禁止されている場合、RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル DMA
転送要求のみが発生します。受信 FIFOデータフル DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行
うことができます。なお、DRフラグが 1にセットされたことによる RXI割り込みまたは受信 FIFOデー
タフル DMA転送要求は、調歩同期式モード時のみ発生します。 

 
 BRI割り込み要求 

SCFSRの BRKフラグまたは SCLSRの ORERフラグが 1にセットされると、BRI割り込み要求が発生し
ます。 

 
 DMACと SCIFの設定順序 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから SCIFの設定を
行ってください。 

 
 RXI、TXI割り込み要求 使用禁止 

割り込みコントローラへ SCIFの RXI、TXI割り込み要求を出さない設定にしてください。割り込み要求
を出す設定にした場合、割り込みコントローラへの割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無関係に

DMACによってクリアされます。 
 
 ERI割り込み要求のみ発行 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RXI割り込み要求を出さずに ERI, BRI
割り込み要求だけを出すことができます。 
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3. 参考プログラム例 

(1) サンプルプログラムリスト "sh7730.c" 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10 
11 
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23 
24 
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43 
44 
45 
46 
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/****************************************************************************** 
* DISCLAIMER                                                                    
                                                                                
* This software is supplied by Renesas Technology Corp. and is only             
* intended for use with Renesas products. No other uses are authorized.         
                                                                                
* This software is owned by Renesas Technology Corp. and is protected under     
* all applicable laws, including copyright laws.                                
                                                                                
* THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES             
* REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,               
* INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A     
* PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY   
* DISCLAIMED.                                                                   
                                                                                
* TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS        
* TECHNOLOGY CORP. NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE          
* FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES        
* FOR ANY REASON RELATED TO THE THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS           
* AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.              
                                                                                
* Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this           
* software and to discontinue the availability of this software.                
* By using this software, you agree to the additional terms and                 
* conditions found by accessing the following link:                             
* http://www.renesas.com/disclaimer                                             
******************************************************************************/ 
/* Copyright (C) 2009. Renesas Technology Corp., All Rights Reserved.         */ 
/*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data **************** 
* System Name  : SH7730 Sample Program                                  
* File Name    : sh7730.c                                               
* Abstract     : SH7730 DMAC 内蔵モジュールへの転送例                   
* Version      : Ver 1.00                                               
* Device       : SH7730                                                 
* Tool-Chain   : High-performance Embedded Workshop (Version 4.04.01.001) 
*              : C/C++ Compiler Package for SuperH Family (V.9.02release00) 
* OS           : None                                                   
* H/W Platform : アルファプロジェクト製 SH-4A ボード 型番 AP-SH4A-1A     
* Description  : SH7730 DMAC 内蔵モジュールへの転送例のサンプルプログラムです。 
*              :                                                        
* Operation    :                                                        
* Limitation   :                                                        
*              :                                                        
*********************************************************************** 
* History      : 26.JUNE.2009 Ver. 1.00 First Release                   
*""FILE COMMENT END""**************************************************/ 
 
#include <machine.h> 
#include "iodefine.h" 
#include "dmac.h" 
#include "scif.h" 
 
/* ==== プロトタイプ宣言 ==== */ 
void main(void); 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : サンプルプログラムメイン                 
* Include                  :                                          
* Declaration              : void main(void)                          
* Description              : SCIF0 TXI（送信 FIFOデータエンプティ）の  
*                          : DMA転送要求信号によって SDRAM上のデータを 
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*                          : SCIF0.SCFTDRへ転送します。               
*                          : SCIF0⇒SCIF1へ調歩同期式でデータ送信します。 
*                          : SCIF1では、RXI（受信 FIFOデータフル）の   
*                          : DMA転送要求信号によって SCIF1.SCFRDRのデータを 
*                          : ILメモリに転送します。                   
*                          : 転送完了後、SCIF1の受信エラー状態を確認し 
*                          : 問題がなければ、                         
*                          : SDRAM上のデータと ILメモリ上の            
*                          : データが一致することを確認します。       
*                          :                                          
* Limitation               : ◆セクションの重なり                     
*                          : 参考サンプルプログラムでは、データの     
*                          : 転送元の開始アドレスと転送先の           
*                          : 開始アドレスを明確にするため、           
*                          : 絶対番地で割り付けています。             
*                          : 絶対番地で割り付ける場合は、             
*                          : 使用しているセクションと重ならないよう   
*                          : にしてください。                         
*                          :                                          
*                          : ◆キャッシュを有効にして DMA転送を行う場合の注意事項 
*                          :  キャッシュメモリと外部メモリの内容が一致していない場合 
*                          :  DMACで指定するアドレスは、物理アドレスであるため、 
*                          :  キャッシュの内容でなく、外部メモリの内容を転送する 
*                          :  ことになり、意図しない状況を生じさせる可能性 
*                          :  があります。                            
*                          :  そのため、DMA転送する際には、キャッシュの無効化や 
*                          :  書き戻し等によりコヒーレンシを保つ      
*                          :  必要があります。                        
*                          :  本プログラムでは、メモリアクセスにおいて、 
*                          :  キャッシンング不可空間でアクセスすることにより、 
*                          :  キャッシュにアクセスせず対応しています。 
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : none                                     
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void main(void) 
{ 
 int i; 
 unsigned short dummy; 
 unsigned char *ptr1; /* 転送元メモリ用 */ 
 unsigned char *ptr2; /* 転送先メモリ用 */ 
 
 /* 転送先のメモリ初期化 */ 
 ptr2 = D_DMAC_IL_DST_ADR; 
 
 for(i=0; i < D_DMAC_TRANS_SIZE; i++) 
 { 
  *ptr2++ = 0x00;  /* 転送先メモリを 0x00クリア */ 
 } 
 
 /* 転送元のメモリ初期化 */ 
 ptr1 = D_DMAC_SDRAM_SRC_ADR; 
 
 for(i=0; i < D_DMAC_TRANS_SIZE; i++) 
 { 
  *ptr1++ = 0x55;  /* 転送元メモリに 0x55をセット */ 
 } 
 
 /* DMAC1の初期化処理 */ 
 dmac1_init(); 
 
 /* DMAC1 の起動 */ 
 dmac1_start(); 
 
 /* SCIF1を調歩同期式の受信モードに初期化 */ 
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 scif_init_SCIF1(); 
 
 /* DMAC0の初期化処理 */ 
 dmac0_init(); 
 
 /* DMAC0 の起動 */ 
 dmac0_start(); 
 
 /* SCIF0を調歩同期式の送信モードに初期化 */ 
 scif_init_SCIF0(); 
 
 /* DMAC0転送完了待ち(SDRAM⇒SCIF0) */ 
 /* （転送完了した際に以下処理を抜けます） */ 
 while(D_DMAC_TRANS_END != dmac0_get_trans_end_flg()){ 
 } 
 
 /* DMAC1転送完了待ち(SCIF1⇒ILメモリ)  */ 
 /* （転送完了した際に以下処理を抜けます） */ 
 while(D_DMAC_TRANS_END != dmac1_get_trans_end_flg()){ 
 } 
 
 /* SCIF受信エラー状態確認 */ 
 /* SCIF1受信失敗であれば、以下の無限ループに入る */ 
 while(D_SCIF_RCV_NO_ERROR != scif_get_rcv_error()); 
 
 /* 転送先メモリと転送元メモリのデータ一致確認 */ 
 ptr1 = D_DMAC_SDRAM_SRC_ADR; 
 ptr2 = D_DMAC_IL_DST_ADR; 
 
 /* 転送サイズ分比較する */ 
 for(i=0; i < D_DMAC_TRANS_SIZE; i++) 
 { 
  if(*ptr1++ != *ptr2++){ 
   while(1){ 
    /* 転送先メモリと転送元メモリのデータが */ 
    /* 不一致（意図しないケース） */ 
 
   } 
  } 
 } 
 
 /* ここまで処理が実行されることにより、転送先メモリと転送元メモリの */ 
 /* データが一致していることが確認できる */ 
 while(1){ 
  /* ==== Program end ==== */ 
 } 
 
} 
 
/* End of File */ 
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(2) サンプルプログラムリスト "dmac.c" 
1 
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/****************************************************************************** 
* DISCLAIMER                                                                    
                                                                                
* This software is supplied by Renesas Technology Corp. and is only             
* intended for use with Renesas products. No other uses are authorized.         
                                                                                
* This software is owned by Renesas Technology Corp. and is protected under     
* all applicable laws, including copyright laws.                                
                                                                                
* THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES             
* REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,               
* INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A     
* PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY   
* DISCLAIMED.                                                                   
                                                                                
* TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS        
* TECHNOLOGY CORP. NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE          
* FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES        
* FOR ANY REASON RELATED TO THE THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS           
* AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.              
                                                                                
* Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this           
* software and to discontinue the availability of this software.                
* By using this software, you agree to the additional terms and                 
* conditions found by accessing the following link:                             
* http://www.renesas.com/disclaimer                                             
******************************************************************************/ 
/* Copyright (C) 2009. Renesas Technology Corp., All Rights Reserved.        */ 
/*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data **************** 
* System Name  : SH7730 Sample Program                                  
* File Name    : dmac.c                                                 
* Abstract     : SH7730 DMAC内蔵モジュールへの転送例                    
* Version      : Ver 1.00                                               
* Device       : SH7730                                                 
* Tool-Chain   : High-performance Embedded Workshop (Version 4.04.01.001) 
*              : C/C++ Compiler Package for SuperH Family (V.9.02release00) 
* OS           : None                                                   
* H/W Platform : アルファプロジェクト製 SH-4A ボード 型番 AP-SH4A-1A     
* Description  : SH7730 DMAC内蔵モジュールへの転送例のサンプルプログラムです。 
*              :                                                        
* Operation    :                                                        
* Limitation   :                                                        
*              :                                                        
*********************************************************************** 
* History      : 26.JUNE.2009 Ver. 1.00 First Release                   
*""FILE COMMENT END""**************************************************/ 
#include <machine.h> 
#include "iodefine.h" 
#include "dmac.h" 
 
/* 内部関数宣言 */ 
static unsigned long dmac_get_tcr(unsigned long i_size, unsigned long i_mode); 
static void dmac_set_DMAOR_trans_ok(void); 
 
/* DMA転送完了フラグ */ 
T_Dmac_Trans_Chk g_dmac0_trans_end_chk = D_DMAC_TRANS_INIT; /* DMAC0用 */ 
T_Dmac_Trans_Chk g_dmac1_trans_end_chk = D_DMAC_TRANS_INIT; /* DMAC1用 */ 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMAC0初期設定                            
* Include                  :                                          
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* Declaration              : void dmac0_init(void)                    
* Description              : DMAC0レジスタ初期設定を行います。        
*                          : 内蔵モジュールリクエストで DMA転送要求信号 
*                          : を TXI（送信 FIFOデータエンプティ）に指定  
*                          : MID=B'001000 RID=B'01設定                
*                          : 転送元                                   
*                          :   SDRAM 0xAC100000番地から 128バイト分データ 
*                          : 転送先                                   
*                          :   SCFTDR0レジスタ                        
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : none                                     
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void dmac0_init(void) 
{ 
 unsigned long dummy; 
 
 /* ==== モジュールストップレジスタ 0設定 ==== */ 
 LOWP.MSTPCR0 &= ~0x00200000;  /* DMAC起動 */ 
 
 dummy = LOWP.MSTPCR0;    /* MSTPCR0への設定反映確認のためダミーリード */ 
 
 /* DMA転送完了フラグセット（初期化） */ 
 g_dmac0_trans_end_chk = D_DMAC_TRANS_INIT; 
 
 /* ==== DMAチャネル 0 コントロールレジスタの設定 ==== */ 
 DMAC0.CHCR = (DMAC0.CHCR & 0xFFFFFFFE);  /* DMA禁止 */ 
 
 /* ==== 割り込み優先レベル設定 ==== */ 
 INTC0.IPRE |= 0x1000; 
 
 /* ==== 割り込みマスク要求の解除 ==== */ 
 INTC0.IMCR1 |= 0x01; 
 
 /* ==== DMAソースアドレスレジスタ_0の設定 ==== */ 
 DMAC0.SAR = D_DMAC_SDRAM_SRC_ADR;   /* SDRAMアドレスを指定 */ 
 
 /* ==== DMAデスティネーションアドレスレジスタ_0の設定 ==== */ 
 DMAC0.DAR = &SCIF0.SCFTDR;    /* SCIF0.SCFTDRのアドレス指定 */ 
 
 /* ==== DMAトランスファカウントレジスタの設定 ==== */ 
 DMAC0.TCR = dmac_get_tcr(D_DMAC_TRANS_SIZE, D_DMAC_DMA_SIZE_BYTE); /* バイト単位転送 */ 
 
 /* ==== DMAチャネルコントロールレジスタ_0設定 ==== */ 
 DMAC0.CHCR = 0x4000D804; 
  /* 
   bit31  : reserve        : 0 
   bit30  : LCKN           : 1----------- サイクルスチールモードのバス権解放許可 
   bit29-28 : reserve        : 0 
   bit27-25 : RPT            : 0----------- DMA設定更新（通常モード） 
   bit24  : reserve        : 0 
   bit23  : DO over run0   : 0----------- 未使用 
   bit22  : reserve        : 0 
   bit21-20 : TS             : 0----------- DMA転送サイズ指定(bit4-3と合わせて設定) 
   bit19  : HE             : 0----------- 未使用 
   bit18  : HIE            : 0----------- ハーフエンド割り込み禁止 
   bit17  : AM             : 0----------- 未使用 
   bit16  : AL             : 0----------- 未使用 
   bit15-14 : DM             : B'11-------- デスティネーションアドレス固定 
   bit13-12 : SM             : B'01-------- ソースアドレス増加 
   bit11-8  : RS             : B'1000------ DMA拡張リソースセレクタ（DMARSレジスタ）で選択 
   bit7  : DL             : 0 ---------- 未使用 
   bit6  : DS             : 0 ---------- 未使用 
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   bit5  : TB             : 0----------- サイクルスチルモード 
   bit4-3  : TS             : B'00-------- バイト単位転送 
   bit2  : IE             : 1----------- 割り込み許可 
   bit1  : TE             : 0 
   bit0  : DE             : 0----------- DMA転送禁止（DMAC起動開始（dmac_start()）で許可）
  */ 
 
 /* DMA 拡張リソースセレクタ_0 の設定 */ 
 DMACR.DMARS0.BIT.C0MID = 0x08;  /* MID = SCIF0 */ 
 DMACR.DMARS0.BIT.C0RID = 0x01;  /* RID = 送信 */ 
 
 /* DMAオペレーションレジスタの設定 */ 
 /* 全チャネル DMA転送を許可処理 */ 
 dmac_set_DMAOR_trans_ok(); 
 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMAC1初期設定                            
* Include                  :                                          
* Declaration              : void dmac1_init(void)                    
* Description              : DMAC1レジスタ初期設定を行います。        
*                          : 内蔵モジュールリクエストで DMA転送要求信号 
*                          : を RXI（受信 FIFOデータフル）に指定        
*                          : MID=B'001001 RID=B'10設定                
*                          : 転送元                                   
*                          :   SCFRDR1レジスタ                        
*                          : 転送先                                   
*                          :   ILメモリ 0xE5203000番地から 128バイト分データ 
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : none                                     
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void dmac1_init(void) 
{ 
 unsigned long dummy; 
 
 /* ==== モジュールストップレジスタ 0設定 ==== */ 
 LOWP.MSTPCR0 &= ~0x00200000;  /* DMAC起動 */ 
 
 dummy = LOWP.MSTPCR0;    /* MSTPCR0への設定反映確認のためダミーリード */ 
 
 /* DMA転送完了フラグセット（初期化） */ 
 g_dmac1_trans_end_chk = D_DMAC_TRANS_INIT; 
 
 /* ==== DMAチャネル 1 コントロールレジスタの設定 ==== */ 
 DMAC1.CHCR = (DMAC1.CHCR & 0xFFFFFFFE);  /* DMA禁止 */ 
 
 /* ==== 割り込み優先レベル設定 ==== */ 
 INTC0.IPRE |= 0x1000; 
 
 /* ==== 割り込みマスク要求の解除 ==== */ 
 INTC0.IMCR1 |= 0x02; 
 
 /* ==== DMAソースアドレスレジスタ_1の設定 ==== */ 
 DMAC1.SAR = &SCIF1.SCFRDR;   /* SCIF1.SCFRDRのアドレス指定 */ 
 
 /* ==== DMAデスティネーションアドレスレジスタ_1の設定 ==== */ 
 DMAC1.DAR = D_DMAC_IL_DST_ADR;  /* ILメモリアドレスを指定 */ 
 
 /* ==== DMAトランスファカウントレジスタの設定 ==== */ 
 DMAC1.TCR = dmac_get_tcr(D_DMAC_TRANS_SIZE, D_DMAC_DMA_SIZE_BYTE); /* バイト単位転送 */ 
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 /* ==== DMAチャネルコントロールレジスタ_1設定 ==== */ 
 DMAC1.CHCR = 0x40007804; 
  /* 
   bit31  : reserve        : 0 
   bit30  : LCKN           : 1----------- サイクルスチールモードのバス権解放許可 
   bit29-28 : reserve        : 0 
   bit27-25 : RPT            : 0----------- DMA設定更新（通常モード） 
   bit24  : reserve        : 0 
   bit23  : DO over run0   : 0----------- 未使用 
   bit22  : reserve        : 0 
   bit21-20 : TS             : 0----------- DMA転送サイズ指定(bit4-3と合わせて設定) 
   bit19  : HE             : 0----------- 未使用 
   bit18  : HIE            : 0----------- ハーフエンド割り込み禁止 
   bit17  : AM             : 0----------- 未使用 
   bit16  : AL             : 0----------- 未使用 
   bit15-14 : DM             : B'01-------- デスティネーションアドレス増加 
   bit13-12 : SM             : B'11-------- ソースアドレス固定 
   bit11-8  : RS             : B'1000------ DMA拡張リソースセレクタ（DMARSレジスタ）で選択 
   bit7  : DL             : 0 ---------- 未使用 
   bit6  : DS             : 0 ---------- 未使用 
   bit5  : TB             : 0----------- サイクルスチルモード 
   bit4-3  : TS             : B'00-------- バイト単位転送 
   bit2  : IE             : 1----------- 割り込み禁止 
   bit1  : TE             : 0 
   bit0  : DE             : 0----------- DMA転送禁止（DMAC起動開始（dmac_start()）で許可）
  */ 
 
 /* DMA 拡張リソースセレクタ_0 の設定 */ 
 DMACR.DMARS0.BIT.C1MID = 0x09;  /* MID = SCIF1 */ 
 DMACR.DMARS0.BIT.C1RID = 0x02;  /* RID = 受信 */ 
 
 /* DMAオペレーションレジスタの設定 */ 
 /* 全チャネル DMA転送を許可処理 */ 
 dmac_set_DMAOR_trans_ok(); 
 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMAC0起動開始                            
* Include                  :                                          
* Declaration              : void dmac0_start()                       
* Description              : DMA0転送を実行します。                   
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : none                                     
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void dmac0_start(void) 
{ 
 /* ==== DE,TEのクリア ==== */ 
 DMAC0.CHCR &= ~0x00000003;  /* DMA転送禁止 */ 
 
 /* ==== DMAオペレーションレジスタの設定 ==== */ 
 DMAC.DMAOR.WORD &= 0xfff9;   /* AE,NMIF ビットクリア */ 
 
 /* DMA転送完了フラグセット（初期化） */ 
 g_dmac0_trans_end_chk = D_DMAC_TRANS_INIT; 
 
 /* ==== DMAの実行 ==== */ 
 DMAC0.CHCR |= 0x00000001;  /* DMA転送許可 */ 
} 
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/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMAC1起動開始                            
* Include                  :                                          
* Declaration              : void dmac1_start()                       
* Description              : DMA1転送を実行します。                   
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : none                                     
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void dmac1_start(void) 
{ 
 /* ==== DE,TEのクリア ==== */ 
 DMAC1.CHCR &= ~0x00000003;  /* DMA転送禁止 */ 
 
 /* ==== DMAオペレーションレジスタの設定 ==== */ 
 DMAC.DMAOR.WORD &= 0xfff9;   /* AE,NMIF ビットクリア */ 
 
 /* DMA転送完了フラグセット（初期化） */ 
 g_dmac1_trans_end_chk = D_DMAC_TRANS_INIT; 
 
 /* ==== DMAの実行 ==== */ 
 DMAC1.CHCR |= 0x00000001;  /* DMA転送許可 */ 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMAC停止処理                             
* Include                  :                                          
* Declaration              : void dmac_stop(unsigned long *io_pDMACn_CHCR) 
* Description              : DMA転送を停止します。                    
*                          :                                          
* Argument                 : unsigned long *io_pDMACn_CHCR :          
*                          :    対象となるチャネルの CHCR_n            
* Return Value             : none                                     
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void dmac_stop(unsigned long *io_pDMACn_CHCR) 
{ 
 /* ==== DMAの停止 ==== */ 
 *io_pDMACn_CHCR &= 0xfffffffe; /* DE ビットクリア */ 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : 転送回数を算出処理                       
* Include                  :                                          
* Declaration              : unsigned long dmac_get_tcr               
*                          :   (unsigned long i_size,                 
*                          :    unsigned long i_mode)                 
* Description              : DMACの転送回数を算出します。             
*                          :                                          
* Argument                 : unsigned long i_size : 転送サイズ（バイト） 
*                          : unsigned long i_mode : 転送モード        
*                          : 以下のモードを指定します。               
*                          : D_DMAC_DMA_SIZE_BYTE(0x0000)             
*                          :   バイト転送                             
*                          : D_DMAC_DMA_SIZE_WORD(0x0001)             
*                          :   ワード転送                             
*                          : D_DMAC_DMA_SIZE_LONG(0x0002)             
*                          :   ロング転送                             
*                          : D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx2(0x0003)           
*                          :   8バイト単位転送                        
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*                          : D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx4(0x0004)           
*                          :   16バイト単位転送                       
*                          : D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx8(0x0005)           
*                          :   32バイト単位転送                       
*                          : D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx2x2(0x0006)         
*                          :  16バイト 2分割（8バイト単位×2）         
*                          : D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx4x2(0x0007)         
*                          :  32バイト 2分割（16バイト単位×2）        
*                          :                                          
* Limitation               : 本関数の転送サイズに 0を指定する場合      
*                          : は注意ください。                         
*                          : 0指定した場合は、転送回数は 16777216回    
*                          : （最大回数）となります。                 
*                          :                                          
* Return Value             : unsigned long : 転送回数                 
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
unsigned long dmac_get_tcr(unsigned long i_size, unsigned long i_mode) 
{ 
 unsigned long  count = 0; 
 
 /* パラメータ注意 */ 
 /* 転送サイズが 0の場合は転送回数は 16777216回となる */ 
 if(i_size <= 0) 
 { 
  return count; 
 } 
 
 switch(i_mode) 
 { 
  case D_DMAC_DMA_SIZE_BYTE: 
  case D_DMAC_DMA_SIZE_WORD: 
  case D_DMAC_DMA_SIZE_LONG: 
  case D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx2: 
  case D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx4: 
  case D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx8: 
   count = i_size >> i_mode; 
   break; 
 
  case D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx2x2: 
   count = i_size >> 4u; 
   break; 
 
  case D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx4x2: 
   count = i_size >> 5u; 
   break; 
 
  default: 
   break; 
 } 
 
 return  count; 
 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : 全チャネル DMA転送許可処理                
* Include                  :                                          
* Declaration              : void dmac_set_DMAOR_trans_ok(void)       
* Description              : AE,NMIFビットクリア                      
*                          : DMEビットに 1設定                         
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : none                                     
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* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void dmac_set_DMAOR_trans_ok(void) 
{ 
 /* ==== DMAオペレーションレジスタの設定 ==== */ 
 DMAC.DMAOR.WORD &= 0xfff9u; /* AE,NMIF ビットクリア */ 
 
 /* 全チャネル DMA転送を許可 */ 
 if(DMAC.DMAOR.BIT.DME == 0) 
 {  
  DMAC.DMAOR.BIT.DME = 1; 
 } 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMA0転送完了フラグ設定処理               
* Include                  :                                          
* Declaration              : void dmac0_chk_trans_end(void)           
*                          :                                          
* Description              : DMA0転送完了フラグを設定します。         
*                          : 本関数は DMAC0転送終了割り込み関数からコールされる 
*                          : ことを想定しています。                   
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : none                                     
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void dmac0_set_trans_end_flg(void) 
{ 
 volatile unsigned long   dummy; 
 
 /* SYNCO 命令を発行 */ 
 synco(); 
 
 /* DMA転送完了フラグ設定(転送完了) */ 
 g_dmac0_trans_end_chk = D_DMAC_TRANS_END; 
 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMA0転送完了フラグ設定処理               
* Include                  :                                          
* Declaration              : void dmac1_chk_trans_end(void)           
*                          :                                          
* Description              : DMA1転送完了フラグを設定します。         
*                          : 本関数は DMAC1転送終了割り込み関数からコールされる 
*                          : ことを想定しています。                   
*                          : DMAトランスファカウントレジスタ（TCR）   
*                          : の値が 0 になり DMA 最終転送の実行を開始するとき 
*                          : TE ビットは 1 にセットされます。          
*                          : 最終転送完了を確認するには TE=1にセットされた後 
*                          :（DMA転送終了による割り込み発生後）       
*                          : SYNCO 命令を発行した後に、               
*                          : 転送先空間にダミーリードを行います。     
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : none                                     
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
void dmac1_set_trans_end_flg(void) 
{ 
 volatile unsigned char   dummy; 
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 volatile unsigned long   *pdst_add; 
 
 /* SYNCO 命令を発行 */ 
 synco(); 
 
 /* 転送先空間にダミーリード */ 
 pdst_add = D_DMAC_IL_DST_ADR; 
 dummy = *pdst_add; 
 
 /* DMA転送完了フラグ設定(転送完了) */ 
 g_dmac1_trans_end_chk = D_DMAC_TRANS_END; 
 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMA0転送完了判定フラグ取得               
* Include                  :                                          
* Declaration              : T_Dmac_Trans_Chk dmac0_get_trans_end_flg(void) 
*                          :                                          
* Description              : DMA0転送完了判定フラグを取得します。     
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : T_Dmac_Trans_Chk：DMA0転送完了判定フラグ 
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
T_Dmac_Trans_Chk dmac0_get_trans_end_flg(void) 
{ 
 /* DMA0転送完了フラグ */ 
 return g_dmac0_trans_end_chk; 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 
* ID                       :                                          
* Outline                  : DMA1転送完了判定フラグ取得               
* Include                  :                                          
* Declaration              : T_Dmac_Trans_Chk dmac1_get_trans_end_flg(void) 
*                          :                                          
* Description              : DMA1転送完了判定フラグを取得します。     
*                          :                                          
* Argument                 : none                                     
* Return Value             : T_Dmac_Trans_Chk：DMA1転送完了判定フラグ 
* Calling Functions        :                                          
*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  
T_Dmac_Trans_Chk dmac1_get_trans_end_flg(void) 
{ 
 /* DMA1転送完了フラグ */ 
 return g_dmac1_trans_end_chk; 
} 
 
/* End of File */ 
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(3) サンプルプログラムリスト "scif.c" 
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/****************************************************************************** 

* DISCLAIMER                                                                    

                                                                                

* This software is supplied by Renesas Technology Corp. and is only             

* intended for use with Renesas products. No other uses are authorized.         

                                                                                

* This software is owned by Renesas Technology Corp. and is protected under     

* all applicable laws, including copyright laws.                                

                                                                                

* THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES             

* REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,               

* INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A     

* PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY   

* DISCLAIMED.                                                                   

                                                                                

* TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS        

* TECHNOLOGY CORP. NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE          

* FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES        

* FOR ANY REASON RELATED TO THE THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS           

* AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.              

                                                                                

* Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this           

* software and to discontinue the availability of this software.                

* By using this software, you agree to the additional terms and                 

* conditions found by accessing the following link:                             

* http://www.renesas.com/disclaimer                                             

******************************************************************************/ 

/* Copyright (C) 2009. Renesas Technology Corp., All Rights Reserved.         */ 

/*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data **************** 

* System Name  : SH7730 Sample Program                                  

* File Name    : scif.c                                                 

* Abstract     : SH7730 DMAC 内蔵モジュールへの転送例                   

* Version      : Ver 1.00                                               

* Device       : SH7730                                                 

* Tool-Chain   : High-performance Embedded Workshop (Version 4.04.01.001) 

*              : C/C++ Compiler Package for SuperH Family (V.9.02release00) 

* OS           : None                                                   

* H/W Platform : アルファプロジェクト製 SH-4A ボード 型番 AP-SH4A-1A     

* Description  : SH7730 DMAC 内蔵モジュールへの転送例のサンプルプログラムです。 

*              :                                                        

* Operation    :                                                        

* Limitation   :                                                        

*              :                                                        

*********************************************************************** 

* History      : 26.JUNE.2009 Ver. 1.00 First Release                   

*""FILE COMMENT END""**************************************************/ 

 

#include <machine.h> 

#include <stdio.h> 

#include <stdlib.h> 

#include "iodefine.h" 

#include "scif.h" 

 

/* ==== レジスタ(CKS、SCBRR)設定値テーブル ==== */ 

/* 注意 

   以下の設定値は Iφ=266.66MHz、Pφ=33.33MHzで動作している場合の設定値 

   となります。Iφ、Pφを変更する場合は以下の設定値も変更してください 
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*/ 

const static T_SCIF_CKS_SCBRR_SET_INFO gc_scif_cks_scbrr_tbl[] =  

{ 

 /* SCBRR, CKS, 1bitwait */ 

 { 216, 1,  222222},   /* 1200bps  */ 

 { 108, 1,  111111},   /* 2400bps  */ 

 { 216, 0,  55556},   /* 4800bps  */ 

 { 108, 0,  27778},   /* 9600bps  */ 

 { 53,  0,  13889},   /* 19200bps */ 

 { 32,  0,  8533},    /* 31250bps */ 

 { 26,  0,  6944},    /* 38400bps */ 

 { 17,  0,  4630},    /* 57600bps */ 

 { 8,  0,  2315}   /*115200bps */ 

}; 

 

/* ==== レジスタ(SCFCR.TTRG) 設定値テーブル ==== */ 

const static T_SCIF_SCFCR_TTRG_SET gc_scif_ttrg_tbl[] = 

{ 

 { D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER8, 0x00},  /* トランスミット FIFOデータ数トリガ = 8 */ 

 { D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER4, 0x01},  /* トランスミット FIFOデータ数トリガ = 4 */ 

 { D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER2, 0x02},  /* トランスミット FIFOデータ数トリガ = 2 */ 

 { D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER0, 0x03} /* トランスミット FIFOデータ数トリガ = 0 */ 

}; 

 

/* ==== レジスタ(SCFCR.RTRG) 設定値テーブル ==== */ 

const static T_SCIF_SCFCR_RTRG_SET scif_rtrg_tbl[] = 

{ 

 { D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER1, 0x00},  /* レシーブ FIFOデータ数トリガ = 1 */ 

 { D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER4, 0x01},  /* レシーブ FIFOデータ数トリガ = 4 */ 

 { D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER8, 0x02},  /* レシーブ FIFOデータ数トリガ = 8 */ 

 { D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER14, 0x03} /* レシーブ FIFOデータ数トリガ = 14 */ 

}; 

 

/* ==== プロトタイプ宣言 ==== */ 

static unsigned char scif_get_clock_select(T_SCIF_bit_rate_type i_type_bps); 

static unsigned char scif_get_SCBRR(T_SCIF_bit_rate_type i_type_bps); 

static unsigned char scif_get_snd_trigger_num(T_SCIF_send_fifo_trigger i_trigger_num); 

static unsigned char scif_get_rcv_trigger_num(T_SCIF_rcv_fifo_trigger i_trigger_num); 

static void scif_wait_1bit(unsigned long i_bit_rate); 

 

/* SCIF受信エラー状態フラグ */ 

T_SCIF_rcv_error g_rcv_error = D_SCIF_RCV_NO_ERROR; 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : SCIF0 初期化処理                         

* Include                  :                                          

* Declaration              : void scif_init_SCIF0(void)               

* Description              : SCIF0を調歩同期式送信モードで初期化します。 

*                          : 主に以下の設定をしています。             

*                          :                                          

*                          : TIE   割り込み要求禁止                   

*                          : RIE   割り込み要求禁止                   

*                          : TE    送信動作を禁止⇒許可               

*                          : RE    受信動作を禁止                     

*                          : REIE  割り込み要求禁止                   

*                          : CKE   内部クロック選択                   

*                          :                                          
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*                          : ◆SCBRR                                  

*                          : gc_scif_cks_scbrr_tbl[]より設定          

*                          : 本参考プログラムでは、ビットレートは、   

*                          : 115200bpsで指定します。                  

*                          : TTRG トランスミット FIFOデータ数トリガ 0設定 

*                          :                                          

* Limitation               : ボーレート設定値は内部クロックを使った   

*                          : 周辺モジュール用動作周波数 Pφ=33.33MHz   

*                          : の場合です。                             

*                          : 他のクロックを使用する場合はビットレート 

*                          : 設定値を変更してください。               

*                          : gc_scif_cks_scbrr_tbl[]の設定値を        

*                          : 修正してください。                       

*                          :                                          

* Argument                 : none                                     

* Return Value             : none                                     

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

void scif_init_SCIF0(void) 

{ 

 unsigned long dummy; 

 

 /* ==== SCIF0の初期設定 ==== */ 

 /* ==== モジュールストップレジスタの設定 ==== */ 

 LOWP.MSTPCR0 &= ~0x00000080; 

 

 dummy = LOWP.MSTPCR0; /* 設定反映確認のためダミリード */ 

 

 /* ==== シリアルコントロールレジスタ(SCSCR)の設定 ==== */ 

 SCIF0.SCSCR.WORD = 0x0000;  /* SCIF0 送／受信動作停止 */ 

 

 /* ==== FIFO コントロールレジスタ(SCFCR)の設定 ==== */ 

 SCIF0.SCFCR.BIT.TFRST = 1;  /* 送信 FIFO リセット */ 

 SCIF0.SCFCR.BIT.RFRST = 1;  /* 受信 FIFO リセット */ 

 

 /* ==== シリアルステータスレジスタ(SCFSR)の初期化 ==== */ 

 SCIF0.SCFSR.WORD &= ~0xff9f; /* ER,BRK,FER,PER,RDF,DR ビットクリア */ 

 

 /* ==== ラインステータスレジスタ(SCLSR)の設定 ==== */ 

 SCIF0.SCLSR.BIT.ORER = 0;  /* ORER ビットクリア */ 

 

 /* ==== シリアルモードレジスタ(SCSMR)の設定 ==== */ 

 /* コミュニケーションモード ：調歩同期式     */ 

 /* キャラクタレングス ：8 ビットデータ       */ 

 /* パリティイネーブル ：付加とチェックを禁止 */ 

 /* ストップビットレングス ：1 ストップビット */ 

 SCIF0.SCSMR.WORD = 0x0000; 

 

 /* ==== シリアルコントロールレジスタ(SCSCR)の設定 ==== */ 

 SCIF0.SCSCR.BIT.CKE = 0;  /* B'00:内部クロック */ 

 

 /* ==== クロックセレクト : ビットレートの設定値により決定 ==== */ 

 SCIF0.SCSMR.BIT.CKS = scif_get_clock_select(D_SCIF_SCBRR_ACT); 

 

 /* ==== ビットレートレジスタ(SCBRR)の設定  : ビットレートの設定値により決定 ==== */ 

 SCIF0.SCBRR = scif_get_SCBRR(D_SCIF_SCBRR_ACT); 

 

 /* ==== 1ビット期間経過待ち ==== */ 
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 scif_wait_1bit(D_SCIF_SCBRR_ACT); 

 

 /* ==== FIFO コントロールレジスタ(SCFCR)の設定 ==== */ 

 /* モデムコントロールイネーブル ：禁止 */ 

 /* 送信 FIFO データレジスタリセット ：禁止 */ 

 /* ループバックテスト ：禁止 */  

 SCIF0.SCFCR.WORD = 0x0000; 

 

 /* 送信 FIFO データ数トリガ ：データ数 0 */ 

 /* 送信 FIFO データ数トリガは D_SCIF_DATA_NUM_SND_TRIGGER_CH0の設定値になります */ 

 SCIF0.SCFCR.BIT.TTRG = scif_get_snd_trigger_num(D_SCIF_DATA_NUM_SND_TRIGGER_CH0); 

 

 /* ==== ピンセレクトレジスタ B（PSELB）==== */ 

 PFC.PSELB.BIT.PSB8 = 0;  /* SCIF0_TXDの選択 */ 

 

 /* ==== ポート Qコントロールレジスタ（PQCR）の設定 ==== */ 

 PFC.PQCR.BIT.PQ2MD = 0;  /* その他の機能選択 */ 

 

 /* ==== シリアルコントロールレジスタ(SCSCR)の設定 ==== */ 

 SCIF0.SCSCR.BIT.TE = 1;  /* SCIF0 送信動作を許可する */ 

 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : SCIF1 初期化処理                         

* Include                  :                                          

* Declaration              : void scif_init_SCIF1(void)               

* Description              : SCIF1を調歩同期式受信モードで初期化します。 

*                          : 主に以下の設定をしています。             

*                          :                                          

*                          : TIE  割り込み要求禁止                    

*                          : RIE  割り込み要求禁止                    

*                          : TE   送信動作を禁止                      

*                          : RE   受信動作を禁止⇒許可                

*                          : REIE 割り込み要求許可                    

*                          : CKE  内部クロック                        

*                          :                                          

*                          : ◆SCBRR                                  

*                          : gc_scif_cks_scbrr_tbl[]より設定          

*                          : 本参考プログラムでは、ビットレートは、   

*                          : 115200bpsで指定します。                  

*                          : RTRG レシーブ FIFOデータ数トリガ 1設定     

*                          :                                          

* Limitation               : ボーレート設定値は内部クロックを使った   

*                          : 周辺モジュール用動作周波数Ｐφ=33MHz     

*                          : の場合です。                             

*                          : 他のクロックを使用する場合はビットレート 

*                          : 設定値を変更してください。               

*                          : gc_scif_cks_scbrr_tbl[]の設定値を        

*                          : 修正してください。                       

*                          :                                          

* Argument                 : none                                     

* Return Value             : none                                     

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

void scif_init_SCIF1(void) 

{ 
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 unsigned long dummy; 

 

 /* ==== SCIF1の初期設定 ==== */ 

 /* ==== モジュールストップレジスタの設定 ==== */ 

 LOWP.MSTPCR0 &= ~0x00000040; 

 

 dummy = LOWP.MSTPCR0; /* 設定反映確認のためダミリード */ 

 

 /* SCIF受信エラー状態フラグ初期化 */ 

 g_rcv_error = D_SCIF_RCV_NO_ERROR; 

 

 /* ==== シリアルコントロールレジスタ(SCSCR)の設定 ==== */ 

 SCIF1.SCSCR.WORD = 0x0000;  /* SCIF1 送／受信動作停止 */ 

 

 /* ==== FIFO コントロールレジスタ(SCFCR)の設定 ==== */ 

 SCIF1.SCFCR.BIT.TFRST = 1;  /* 送信 FIFO リセット */ 

 SCIF1.SCFCR.BIT.RFRST = 1;  /* 受信 FIFO リセット */ 

 

 /* ==== シリアルステータスレジスタ(SCFSR)の設定 ==== */ 

 SCIF1.SCFSR.WORD &= ~0xff9f; /* ER,BRK,FER,PER,RDF,DR ビットクリア */ 

 

 /* ==== ラインステータスレジスタ(SCLSR)の設定 ==== */ 

 SCIF1.SCLSR.BIT.ORER = 0;  /* ORER ビットクリア */ 

 

 /* ==== シリアルモードレジスタ(SCSMR)の設定 ==== */ 

 /* コミュニケーションモード ：調歩同期式         */ 

 /* キャラクタレングス ：8 ビットデータ           */ 

 /* パリティイネーブル ：付加とチェックを禁止     */ 

 /* ストップビットレングス ：1 ストップビット     */ 

 SCIF1.SCSMR.WORD = 0x00; 

 

 /* ==== シリアルコントロールレジスタ(SCSCR)の設定 ==== */ 

 SCIF1.SCSCR.BIT.CKE = 0;  /* B'00:内部クロック */ 

 

 /* ==== クロックセレクト ：ビットレートの設定値により決定 ==== */ 

 SCIF1.SCSMR.BIT.CKS = scif_get_clock_select(D_SCIF_SCBRR_ACT); 

 

 /* ==== ビットレートレジスタ(SCBRR)の設定 ：ビットレートの設定値により決定 ==== */ 

 SCIF1.SCBRR = scif_get_SCBRR(D_SCIF_SCBRR_ACT); 

 

 /* ==== 1ビット期間経過待ち ==== */ 

 scif_wait_1bit(D_SCIF_SCBRR_ACT); 

 

 /* ==== FIFO コントロールレジスタ(SCFCR)の設定 ==== */ 

 /* モデムコントロールイネーブル ：禁止 */ 

 /* 送信 FIFO データレジスタリセット ：禁止 */ 

 /* ループバックテスト ：禁止 */  

 SCIF1.SCFCR.WORD = 0x0000; 

 

 /* 受信 FIFO データ数トリガ ：データ数 1 */ 

 /* 受信 FIFO データ数トリガは D_SCIF_DATA_NUM_RCV_TRIGGER_CH1の設定値になります */ 

 SCIF1.SCFCR.BIT.RTRG = scif_get_rcv_trigger_num(D_SCIF_DATA_NUM_RCV_TRIGGER_CH1); 

 

 /* ==== 割り込みマスククリアレジスタ 5の設定 ==== */ 

 INTC0.IMCR5 |= 0x02; 

 

 /* ==== 割り込み優先レベル設定（優先レベル 1） ==== */ 

 INTC0.IPRG = INTC0.IPRG | 0x0100; 
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 /* ==== ピンセレクトレジスタ B（PSELB）==== */ 

 PFC.PSELB.BIT.PSB9 = 0;   /* SCIF1_RXDの選択 */ 

 

 /* ==== ポート Rコントロールレジスタ（PRCR）の設定 ==== */ 

 PFC.PRCR.BIT.PR1MD = 0;   /* その他の機能選択 */ 

 

 /* ==== シリアルコントロールレジスタ(SCSCR)の設定 ==== */ 

 SCIF1.SCSCR.BIT.REIE = 1;  /* ERI，BRI割り込み有効 */ 

 

 /* ==== シリアルコントロールレジスタ(SCSCR)の設定 ==== */ 

 SCIF1.SCSCR.BIT.RE = 1;   /* SCIF0 受信動作を許可する */ 

 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : 受信時エラーフラグ対応処理               

* Include                  :                                          

* Declaration              : void scif_rcv_error(void)                

* Description              : 本関数は SCIF1割り込み処理（INT_SCIF_SCIFI1()） 

*                          : からコールされます。                     

*                          : 本応用例では、SCSCR.RIEを許可にせず、    

*                          : SCSCR.REIEのみを有効にしています。       

*                          : よって、受信エラー割り込み（ERI）要求 or 

*                          : ブレーク割り込み（BRI）要求              

*                          : が発生した際にのみコールされます。       

*                          : SCIF受信エラー状態フラグをエラーありに   

*                          : セットします。                           

*                          :                                          

* Argument                 : none                                     

* Return Value             : none                                     

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

void scif_rcv_error(void) 

{ 

 

 /* SCIF受信エラー状態フラグをエラー状態にセット */ 

 g_rcv_error = D_SCIF_RCV_ERROR; 

 

 do 

 { 

  /* ==== ORER(オーバラン)エラーの時 ==== */ 

  /* ORER(オーバラン)エラーの時に行いたい処理を定義してください */ 

  if(SCIF1.SCLSR.BIT.ORER == 1) 

  { 

   SCIF1.SCLSR.BIT.ORER = 0;  /* 割り込み要求のクリア */ 

   break; 

  } 

 

  /* ==== BRK(ブレーク)エラーの時 ==== */ 

  /* BRK(ブレーク)エラーの時に行いたい処理を定義してください */ 

  if(SCIF1.SCFSR.BIT.BRK == 1) 

  { 

   SCIF1.SCFSR.BIT.BRK = 0;  /* 割り込み要求のクリア */ 

   break; 

  } 
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  /* ==== ER(レシーブ)エラーの時 ==== */ 

  /* ER(レシーブ)エラーの時に行いたい処理を定義してください */ 

  if(SCIF1.SCFSR.BIT.ER == 1) 

  { 

   SCIF1.SCFSR.BIT.ER = 0;   /* 割り込み要求のクリア */ 

   break; 

  } 

 

 }while(0); 

 

 return; 

 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : SCIF受信エラー状態取得                   

* Include                  :                                          

* Declaration              : T_SCIF_rcv_error scif_get_rcv_error(void) 

* Description              : SCIF受信エラー状態が取得できます。       

*                          :                                          

* Argument                 : none                                     

* Return Value             : T_SCIF_rcv_error                         

*                          :  D_SCIF_RCV_NO_ERROR エラーなし          

*                          :  D_SCIF_RCV_ERROR    エラーあり          

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

T_SCIF_rcv_error scif_get_rcv_error(void) 

{ 

 return g_rcv_error; 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : クロックセレクト設定値取得               

* Include                  :                                          

* Declaration              : unsigned char scif_get_clock_select      

*                          :   (T_SCIF_bit_rate_type i_type_bps)      

* Description              : ビットレートに対応するクロックセレクト   

*                          : CKS[1:0]設定値を取得する。               

*                          :                                          

* Argument                 : T_SCIF_bit_rate_type i_type_bps :        

*                          :  ビットレート指定値                      

* Return Value             : unsigned char : クロックセレクト設定値   

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

unsigned char scif_get_clock_select(T_SCIF_bit_rate_type i_type_bps) 

{ 

 return  gc_scif_cks_scbrr_tbl[i_type_bps].mscsmr_cks; 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : ビットレートレジスタ設定値(SCBRR)取得    

* Include                  :                                          

* Declaration              : unsigned char scif_get_SCBRR             

*                          :   (T_SCIF_bit_rate_type i_type_bps)      

* Description              : ビットレートに対応するビットレート       
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*                          : レジスタ設定値を取得します。             

*                          :                                          

* Argument                 : T_SCIF_bit_rate_type i_type_bps :        

*                          :  ビットレート指定値                      

* Return Value             : unsigned char : ビットレートレジスタ設定値  

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

unsigned char scif_get_SCBRR(T_SCIF_bit_rate_type i_type_bps) 

{ 

 return  gc_scif_cks_scbrr_tbl[i_type_bps].mscbrr; 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : 送信データ数トリガ設定値取得処理         

* Include                  :                                          

* Declaration              : unsigned char scif_get_snd_trigger_num   

*                          :   (T_SCIF_send_fifo_trigger i_trigger_num)  

* Description              : 引数で指定したデータ数トリガに対応する   

*                          : SCFCR.TTRG設定値を取得する。             

*                          :                                          

* Argument                 : T_SCIF_send_fifo_trigger  i_trigger_num  

*                          :  データ数トリガ                          

* Return Value             : unsigned char :                          

*                          : レジスタ設定値(SCFCR.TTRGに設定)         

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

unsigned char scif_get_snd_trigger_num(T_SCIF_send_fifo_trigger i_trigger_num) 

{ 

 unsigned char ret = 0; 

 int    i = 0; 

 int    count = 0; 

 

 count = sizeof(gc_scif_ttrg_tbl) / sizeof(T_SCIF_SCFCR_TTRG_SET); 

 

 for(i = 0; i < count; i++) 

 { 

  if(gc_scif_ttrg_tbl[i].mtrigger_num == i_trigger_num) 

  { 

   /* ==== SCFCR.TTRG 設定 ==== */ 

   ret = gc_scif_ttrg_tbl[i].mttrg; 

   break; 

  } 

 } 

 

 return ret; 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : 受信データ数トリガ設定値取得処理         

* Include                  :                                          

* Declaration              : unsigned char scif_get_rcv_trigger_num   

*                          :   (T_SCIF_rcv_fifo_trigger i_trigger_num)  

* Description              : 引数で指定したデータ数トリガに対応する   

*                          : SCFCR.RTRG設定値を取得する。             

*                          :                                          

* Argument                 : T_SCIF_rcv_fifo_trigger  i_trigger_num : 
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*                          :  データ数トリガ                          

* Return Value             : unsigned char :                          

*                          : レジスタ設定値(SCFCR.RTRGに設定)         

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

unsigned char scif_get_rcv_trigger_num(T_SCIF_rcv_fifo_trigger i_trigger_num) 

{ 

 unsigned char ret = 0; 

 int    i = 0; 

 int    count = 0; 

 

 count = sizeof(scif_rtrg_tbl) / sizeof(T_SCIF_SCFCR_RTRG_SET); 

 

 for(i = 0; i < count; i++) 

 { 

  if(scif_rtrg_tbl[i].mtrigger_num == i_trigger_num) 

  { 

   /* ==== SCFCR.RTRG 設定 ==== */ 

   ret = scif_rtrg_tbl[i].mrtrg; 

   break; 

  } 

 } 

 

 return ret; 

 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""*************************************************** 

* ID                       :                                          

* Outline                  : 1ビット期間経過待ち処理                  

* Include                  :                                          

* Declaration              : void scif_wait_1bit(                     

*                          :   unsigned long i_bit_rate)              

*                          :                                          

* Description              : 指定したビットレートに対応した           

*                          : 1ビット期間以上の十分な時間経過後に      

*                          : 本関数を抜けます。                       

*                          :                                          

*                          : gc_scif_cks_scbrr_tblテーブルに設定され  

*                          : ている cpu実行回数分 nop処理を行い、       

*                          : 1ビット期間以上の経過を待ちます。        

*                          :                                          

* Limitation               : Iφを変更した場合は、                    

*                          : gc_scif_cks_scbrr_tblテーブルの設定値    

*                          : も修正ください。                         

*                          :                                          

* Argument                 : long i_bit_rate :  動作ビットレート      

*                          :                                          

* Return Value             : none                                     

* Calling Functions        :                                          

*""FUNC COMMENT END""**********************************************/  

static void scif_wait_1bit(unsigned long i_bit_rate) 

{ 

 unsigned long cpu_count; 

 unsigned long i; 

 

 /* 1ビット期間以上の十分な待ち時間分の cpu実行回数を取得 */ 

 cpu_count = gc_scif_cks_scbrr_tbl[i_bit_rate].cpu_count_1bit; 
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 for(i = 0; i < cpu_count; i++) 

 { 

  nop(); 

 } 

 

 return; 

} 

 

/* End of File */ 
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(4) サンプルプログラムリスト "intprg.c" 

DMAC転送終了割り込み、SCIFの受信エラー割り込みに対応する処理を定義します。 
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/*  

 以下の INTC_RESPONSEWAITは、周辺モジュールの割り込み応答時間待ち用の値です。 

 int_responstime_wait()にパラメータ指定して使用ください。 

 int_responstime_wait()については、common.srcを参照ください。 

 

 INT response wait Pck 5cycle 

 H'0E >= (1/Pcyc*5cyc)/(1/Icyc*3cyc)  

 

  注) 

  Iφ=266.66MHz、Pφ=33.33MHz動作時の設定となっています。 

  これらを変更する場合はこちらの設定値も見直してください。 

*/ 

#define INTC_RESPONSEWAIT (0x0000000E) 

 

…途中省略… 

 

/* H'800 DMAC DEI0 ; Illegal FPU -> Dummy Code H'880 */ 

void INT_DMAC_DEI0(void) 

{ 

 unsigned long dummy; 

 

 /* DMA0転送完了フラグ設定処理 */ 

 dmac0_set_trans_end_flg(); 

 

 /* DMAC0 の停止 */ 

 dmac_stop(&DMAC0.CHCR); 

 

 /* CHCRレジスタ TEビット（割り込み要求フラグ）クリア */ 

 DMAC0.CHCR &= ~0x00000002; 

 

 /* 更新したはずの割り込み要因による割り込みの受け付けを避ける対応 */ 

 dummy = DMAC0.CHCR; 

 int_responstime_wait(INTC_RESPONSEWAIT); /* 優先順位判定時間分待ち */ 

 

} 

 

/* H'820 DMAC DEI1 ; Illegal slot FPU -> Dummy Code H'8A0 */ 

void INT_DMAC_DEI1(void) 

{ 

 unsigned long dummy; 

 

 /* DMA1転送完了フラグ設定処理 */ 

 dmac1_set_trans_end_flg(); 

 

 /* DMAC1 の停止 */ 

 dmac_stop(&DMAC1.CHCR); 

 

 /* CHCRレジスタ TEビット（割り込み要求フラグ）クリア */ 

 DMAC1.CHCR &= ~0x00000002; 

 

 /* 更新したはずの割り込み要因による割り込みの受け付けを避ける対応 */ 

 dummy = DMAC1.CHCR; 

 int_responstime_wait(INTC_RESPONSEWAIT); /* 優先順位判定時間分待ち */ 

 

} 
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…途中省略… 

 

/* H'C20 SCIF SCIFI1 */ 

void INT_SCIF_SCIFI1(void) 

{ 

 unsigned short dummy; 

 

 /* 受信時エラーフラグ対応処理 */ 

 /* 本応用例では、SCSCR.RIEを許可にせず、SCSCR.REIEのみを有効にしています。 

    よって、受信エラー割り込み（ERI）要求 or ブレーク割り込み（BRI）要求 

    が発生した際にのみ本関数はコールされます。 

 */ 

 scif_rcv_error(); 

 

 /* 更新したはずの割り込み要因による割り込みの受け付けを避ける対応 */ 

 dummy = SCIF1.SCFSR.WORD; 

 int_responstime_wait(INTC_RESPONSEWAIT); /* 優先順位判定時間分待ち */ 

 

} 
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(5) サンプルプログラムリスト "vecttbl.src" 

DMAC、SCIFに関連する割り込み実行時の割り込み優先度を設定しています。 

DMAC0、DMAC1、SCIF1に関連する割り込みの優先度を 1に設定しているため、DMAC0、DMAC1、SCIF1
に関連する割り込み中に新たな DMAC0、DMAC1、SCIF1に関連する割り込みが発生しないように優先
度に 1を設定しています。 
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…途中省略… 

 

;DMAC(1) 

    ;H'800  DMAC DEI0 

    .data.b  H'10 

    ;H'820  DMAC DEI1 

    .data.b  H'10 

 

 

…途中省略… 

 

    ;H'C20  SCIF SCIFI1 

    .data.b  H'10 

 

…途中省略… 
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(6) サンプルプログラムリスト "dmac.h" 
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/****************************************************************************** 

* DISCLAIMER                                                                    

                                                                                

* This software is supplied by Renesas Technology Corp. and is only             

* intended for use with Renesas products. No other uses are authorized.         

                                                                                

* This software is owned by Renesas Technology Corp. and is protected under     

* all applicable laws, including copyright laws.                                

                                                                                

* THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES             

* REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,               

* INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A     

* PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY   

* DISCLAIMED.                                                                   

                                                                                

* TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS        

* TECHNOLOGY CORP. NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE          

* FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES        

* FOR ANY REASON RELATED TO THE THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS           

* AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.              

                                                                                

* Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this           

* software and to discontinue the availability of this software.                

* By using this software, you agree to the additional terms and                 

* conditions found by accessing the following link:                             

* http://www.renesas.com/disclaimer                                             

******************************************************************************/ 

/* Copyright (C) 2009. Renesas Technology Corp., All Rights Reserved.         */ 

/*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data **************** 

* System Name  : SH7730 Sample Program                                  

* File Name    : dmac.h                                                 

* Abstract     : SH7730 DMAC内蔵モジュールへの転送例                    

* Version      : Ver 1.00                                               

* Device       : SH7730                                                 

* Tool-Chain   : High-performance Embedded Workshop (Version 4.04.01.001) 

*              : C/C++ Compiler Package for SuperH Family (V.9.02release00) 

* OS           : None                                                   

* H/W Platform : アルファプロジェクト製 SH-4A ボード 型番 AP-SH4A-1A     

* Description  : SH7730 DMAC内蔵モジュールへの転送例のサンプルプログラムです。 

*              :                                                        

* Operation    :                                                        

* Limitation   :                                                        

*              :                                                        

*********************************************************************** 

* History      : 26.JUNE.2009 Ver. 1.00 First Release                   

*""FILE COMMENT END""**************************************************/ 

 

/* ==== マクロ定義 ==== */ 

#define D_DMAC_SDRAM_SRC_ADR  ((void *)0xac100000) /* 転送元の外部 SDRAMの先頭アドレス */ 

/*【注】 

 本参考プログラムでは、上記マクロを利用して SDRAM領域の初期化を行っています。 

 そのためキャッシュにアクセスしないようにキャッシング不可空間のアドレスを指定してください。 

*/ 

#define D_DMAC_IL_DST_ADR     ((void *)0xe5203000) /* 転送先の ILメモリの先頭アドレス */ 

 

#define D_DMAC_TRANS_SIZE  128      /* 転送サイズ(128 バイト) */ 
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/* dmac_get_tcr()で使用 */ 

#define D_DMAC_DMA_SIZE_BYTE   0x0000u 

#define D_DMAC_DMA_SIZE_WORD   0x0001u 

#define D_DMAC_DMA_SIZE_LONG   0x0002u 

#define D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx2   0x0003u 

#define D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx4   0x0004u 

#define D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx8   0x0005u 

#define D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx2x2  0x0006u 

#define D_DMAC_DMA_SIZE_LONGx4x2  0x0007u 

 

/* DMA転送状態 */ 

typedef enum 

{ 

 D_DMAC_TRANS_INIT,   /* DMA転送初期状態、転送中状態 */ 

 D_DMAC_TRANS_END   /* DMA転送完了状態 */ 

 

} T_Dmac_Trans_Chk; 

 

/* ==== 関数宣言 ==== */ 

void dmac0_init(void); 

void dmac1_init(void); 

void dmac0_start(void); 

void dmac1_start(void); 

void dmac_stop(unsigned long *io_pDMACn_CHCR); 

void dmac0_set_trans_end_flg(void); 

void dmac1_set_trans_end_flg(void); 

T_Dmac_Trans_Chk dmac0_get_trans_end_flg(void); 

T_Dmac_Trans_Chk dmac1_get_trans_end_flg(void); 
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(7) サンプルプログラムリスト "scif.h" 
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/****************************************************************************** 

* DISCLAIMER                                                                    

                                                                                

* This software is supplied by Renesas Technology Corp. and is only             

* intended for use with Renesas products. No other uses are authorized.         

                                                                                

* This software is owned by Renesas Technology Corp. and is protected under     

* all applicable laws, including copyright laws.                                

                                                                                

* THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES             

* REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,               

* INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A     

* PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY   

* DISCLAIMED.                                                                   

                                                                                

* TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS        

* TECHNOLOGY CORP. NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE          

* FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES        

* FOR ANY REASON RELATED TO THE THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS           

* AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.              

                                                                                

* Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this           

* software and to discontinue the availability of this software.                

* By using this software, you agree to the additional terms and                 

* conditions found by accessing the following link:                             

* http://www.renesas.com/disclaimer                                             

******************************************************************************/ 

/* Copyright (C) 2009. Renesas Technology Corp., All Rights Reserved.         */ 

/*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data **************** 

* System Name  : SH7730 Sample Program                                  

* File Name    : scif.h                                                 

* Abstract     : SH7730 DMAC内蔵モジュールへの転送例                    

* Version      : Ver 1.00                                               

* Device       : SH7730                                                 

* Tool-Chain   : High-performance Embedded Workshop (Version 4.04.01.001) 

*              : C/C++ Compiler Package for SuperH Family (V.9.02release00) 

* OS           : None                                                   

* H/W Platform : アルファプロジェクト製 SH-4A ボード 型番 AP-SH4A-1A     

* Description  : SH7730 DMAC内蔵モジュールへの転送例のサンプルプログラムです。 

*              :                                                        

* Operation    :                                                        

* Limitation   :                                                        

*              :                                                        

*********************************************************************** 

* History      : 26.JUNE.2009 Ver. 1.00 First Release                   

*""FILE COMMENT END""**************************************************/ 

 

#ifndef  __SCIF_DEF_H__ 

#define __SCIF_DEF_H__ 

 

/* ==== マクロ定義 ==== */ 

 

/* 戻り値 */ 

#define D_SCIF_RET_NG  -1 

#define D_SCIF_RET_OK  0 

 

/* FIFO設定可能数 */ 
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#define D_SCIF_FIFO_NUM  16 

 

/* 動作ビットレートの指定 */ 

/* ビットレートを変更する場合は T_SCIF_bit_rate_typeから指定してください。*/ 

#define D_SCIF_SCBRR_ACT D_SCIF_SCBRR_115200 

 

/* FIFOデータ数トリガ */ 

/* 動作させたい FIFOのトリガ数を以下の定義している */ 

/* デファインから設定してください                 */ 

#define D_SCIF_DATA_NUM_SND_TRIGGER_CH0  D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER0 /* 設定可能値 0,2,4,8 */ 

#define D_SCIF_DATA_NUM_RCV_TRIGGER_CH1  D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER1  /* 設定可能値 1,4,8,14 

*/ 

 

/* 送信 FIFOデータ数トリガ */ 

typedef enum 

{ 

 D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER0 = 0,   /* 送信 FIFOデータトリガ数 0 */ 

 D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER2 = 2,   /* 送信 FIFOデータトリガ数 2 */ 

 D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER4 = 4,   /* 送信 FIFOデータトリガ数 4 */ 

 D_SCIF_SEND_FIFO_TRIGER8 = 8   /* 送信 FIFOデータトリガ数 8 */ 

} T_SCIF_send_fifo_trigger; 

 

/* 受信 FIFOデータ数トリガ */ 

typedef enum 

{ 

 D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER1 = 1,   /* 受信 FIFOデータトリガ数 1 */ 

 D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER4 = 4,   /* 受信 FIFOデータトリガ数 4 */ 

 D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER8 = 8,   /* 受信 FIFOデータトリガ数 8 */ 

 D_SCIF_RCV_FIFO_TRIGER14 = 14   /* 受信 FIFOデータトリガ数 14 */ 

} T_SCIF_rcv_fifo_trigger; 

 

/* ビットレート設定タイプ */ 

typedef enum 

{ 

 D_SCIF_SCBRR_1200, 

 D_SCIF_SCBRR_2400, 

 D_SCIF_SCBRR_4800, 

 D_SCIF_SCBRR_9600, 

 D_SCIF_SCBRR_19200, 

 D_SCIF_SCBRR_31250, 

 D_SCIF_SCBRR_38400, 

 D_SCIF_SCBRR_57600, 

 D_SCIF_SCBRR_115200 

} T_SCIF_bit_rate_type; 

 

/* SCIF受信エラー状態 */ 

typedef enum 

{ 

 D_SCIF_RCV_NO_ERROR = 0,    /* エラーなし */ 

 D_SCIF_RCV_ERROR = 1     /* エラーあり */ 

} T_SCIF_rcv_error; 

 

/* ==== 構造体定義 ==== */ 

/* SCBRR設定情報 */ 

typedef struct { 

 unsigned char mscbrr; 

 unsigned char mscsmr_cks; 

 unsigned long cpu_count_1bit; 
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} T_SCIF_CKS_SCBRR_SET_INFO; 

 

/* SCFCR.TTRG 設定用 */ 

typedef struct { 

 unsigned char mtrigger_num; 

 unsigned char mttrg; 

} T_SCIF_SCFCR_TTRG_SET; 

 

/* SCFCR.RTRG 設定用 */ 

typedef struct { 

 unsigned char mtrigger_num; 

 unsigned char mrtrg; 

} T_SCIF_SCFCR_RTRG_SET; 

 

/* ==== 関数宣言 ==== */ 

void scif_init_SCIF0(void); 

void scif_init_SCIF1(void); 

void scif_rcv_error(); 

T_SCIF_rcv_error scif_get_rcv_error(void); 

void dmac0_chk_trans_end(void); 

void dmac1_chk_trans_end(void); 

 

#endif /* __SCIF_DEF_H__ */ 
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4. 実行結果 

上記参考プログラムの実行結果については、転送元 (SDRAM) のデータと転送先 (ILメモリ) データを比
較処理するループ処理を抜けているため、DMACの内蔵周辺モジュールリクエストと SCIFの機能を利用し
たデータ転送処理が問題なくできていることが確認できます。 

また、図 14のように、転送先 (ILメモリ) データを High-performance Embedded Workshopで出力しても
DMACの内蔵周辺モジュールリクエストと SCIFの機能を利用した転送処理が問題なくできていることが確
認できます。 

 

 

図 14 転送先メモリ (ILメモリ) の設定値 
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5. 参考ドキュメント 

 ソフトウェアマニュアル 

SH-4Aソフトウェアマニュアル (RJJ09B0090) 

(最新版をルネサス テクノロジホームページから入手してください。) 
 
 ハードウェアマニュアル 

SH7730グループ ハードウェアマニュアル (RJJ09B0339) 
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